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Horizon 7 での公開されたデスクトッ
プとアプリケーションのセットアップ 1
『Horizon 7 での公開されたデスクトップとアプリケーションのセットアップ』では、Microsoft リモート デスクトッ
プ サービス (RDS) ホストで実行されるデスクトップとアプリケーションのプールを作成および展開する方法について
説明します。ポリシーの構成、ユーザーおよびグループへの資格付与、およびリモート アプリケーション機能の構成
についても説明します。

対象読者

この情報は、デスクトップおよびアプリケーション プールを作成およびプロビジョニングする必要のあるユーザーを
対象としています。本書に記載されている情報は、仮想マシンのテクノロジーとデータセンターの操作に精通した、

Windows システム管理者向けに書かれています。
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公開されたデスクトップとアプリケー
ションについて 2
Horizon 7 では、Windows リモート デスクトップ サービス (RDS) ホストのグループであるファームに関連付けら
れる公開デスクトップを作成できます。アプリケーション プールを作成することによって、公開アプリケーションを
多くのユーザーに提供することもできます。アプリケーション プール内の公開アプリケーションは、RDS ホストの
ファームで実行されます。

この章では次のトピックについて説明します。

n ファーム、RDS ホスト、公開されたデスクトップおよびアプリケーション

n RDS デスクトップ プールの利点

n アプリケーション プールの利点

ファーム、RDS ホスト、公開されたデスクトップおよびアプリケー
ション

Microsoft リモート デスクトップサービス (RDS) を使用して、ユーザーに RDS ホストのデスクトップ セッションを
提供し、多くのユーザーにアプリケーションを提供できます。

RDS ホスト

RDS ホストは、Windows リモート デスクトップ サービスと Horizon Agent がインストールされたサーバ コン
ピュータです。これらのサーバは、ユーザーが遠隔地からアクセスできるアプリケーションをホストします。RDS ア
プリケーションにアクセスするには、Horizon Client 3.0 以降が必要です。

ファーム

ファームは RDS ホストの集まりです。ファームを利用することでホストを円滑に管理できます。ファームに含める
RDS ホストの数は流動的に変更でき、共通の公開アプリケーション セットや RDS での公開デスクトップをユーザー
に提供できます。RDS アプリケーション プールを作成する場合は、ファームを指定する必要があります。ファーム
内の RDS ホストは、ユーザーにアプリケーション セッションを提供します。各ファームには最大 200 台の RDS ホ
スト サーバを含めることができます。

公開されたデスクトップ

公開されたデスクトップは RDS デスクトップ プールであり、ユーザーに RDS ホスト上のデスクトップ セッション
を提供します。RDS ホスト上のデスクトップ セッションは複数のユーザーによる同時利用が可能です。
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公開されたアプリケーション

公開されたアプリケーションは RDS ホストのファームで実行されるアプリケーション プールです。公開されたアプ
リケーションにより、シームレスなアプリケーションを多くのユーザーに提供できます。

RDS デスクトップ プールの利点
Horizon 7 は、その集中管理の基盤として、RDS デスクトップ プールを作成する機能を備えています。

RDS ホストなどの物理システムから RDS デスクトップ プールを作成できます。RDS デスクトップ プールを使用し
て、複数ユーザーに RDS ホストのデスクトップ セッションを提供します。

アプリケーション プールの利点
アプリケーション プールを使用すると、ユーザーは個人のコンピュータやデバイスではなく、データセンター内の
サーバで実行されるアプリケーションにアクセスできます。

アプリケーション プールには複数の大きな利点があります。

n アクセシビリティ

ユーザーはネットワークの上のどこからでもアプリケーションにアクセスできます。セキュア ネットワーク ア
クセスも構成できます。

n デバイスの独立性

アプリケーション プールでは、スマート フォン、タブレット、ラップトップ、シン クライアント、個人のコン
ピュータなどのさまざまなクライアント デバイスをサポートできます。これらのクライアント デバイスは、
Windows、iOS、Mac OS、Android などのさまざまなオペレーティング システムを実行できます。

n アクセス制御

1 人のユーザーまたはユーザーのグループに対して、アプリケーションのアクセス権を簡単かつ迅速に付与また
は削除することができます。

n 展開の加速化

アプリケーション プールでは、データセンター内のサーバにのみアプリケーションを展開し、各サーバで複数の
ユーザーをサポートできるため、アプリケーションの展開を短期化することができます。

n 管理性

クライアント コンピュータやデバイスに展開されているソフトウェアを管理するには、かなり多くのリソースが
必要です。管理作業には、展開、構成、メンテナンス、サポート、アップグレードなどがあります。アプリケー

ション プールでは、ソフトウェアはデータセンター内のサーバで実行され、インストール コピーの数が少なく
て済むため、企業のソフトウェア管理を簡素化できます。

n セキュリティと規制コンプライアンス

アプリケーション プールでは、アプリケーションとその関連データがデータセンターに集約されるため、セキュ
リティを強化することができます。データを集約することで、セキュリティの考慮事項と規制コンプライアンス

の問題に対処できます。
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n コスト削減

ソフトウェアの使用許諾契約によっては、データセンターでアプリケーションをホストすることでコスト効率を

高めることができます。展開の短期化、管理性の向上などを含むその他の要因によっても、企業のソフトウェア

コストを削減できます。
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リモート デスクトップ サービス ホス
トの設定 3
Microsoft リモート デスクトップ サービス (RDS) ホストにより、ユーザーがクライアント デバイスからアクセス可
能なデスクトップ セッションおよびアプリケーションが提供されます。RDS デスクトップ プールまたはアプリケー
ション プールを作成する場合は、まず RDS ホストを設定する必要があります。

この章では次のトピックについて説明します。

n リモート デスクトップ サービス (RDS) ホスト

n Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール

n Windows Server 2012 または 2012 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール

n Windows Server 2008 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール

n Windows Server 2012、2012 R2 または 2016 へのデスクトップ エクスペリエンスのインストール

n ユーザーを単一セッションに制限する

n リモート デスクトップ サービス ホストへの Horizon Agent のインストール

n ネストされたセッション内で起動されたリモート アプリケーションからの印刷

n RDS デスクトップ セッションと RDS アプリケーション セッションのタイム ゾーン リダイレクトの有効化

n アプリケーションで Windows ベーシック テーマを有効にする

n Runonce.exe を開始するグループ ポリシーの構成

n RDS ホスト パフォーマンス オプション

n RDS ホスト用の 3D グラフィックスの構成

n RDS クライアント アクセス ライセンス（接続デバイス数）の保存設定

リモート デスクトップ サービス (RDS) ホスト
RDS ホストは、リモート アクセスのためのアプリケーションおよびデスクトップ セッションをホストするサーバ コ
ンピュータです。RDS ホストには仮想マシンまたは物理サーバを使用できます。
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RDS ホストには、Microsoft リモート デスクトップ サービス ロール、Microsoft リモート デスクトップ セッション
ホスト サービスおよび Horizon Agent がインストールされています。リモート デスクトップ サービスは、かつて
はターミナル サービスという名前でした。リモート デスクトップ セッション ホスト サービスを使用すると、アプリ
ケーションおよびリモート デスクトップ セッションをサーバでホストできます。RDS ホストに Horizon Agent を
インストールすることで、ユーザーは PCoIP または Blast Extreme 表示プロトコルを使用して、アプリケーション
およびデスクトップ セッションに接続できます。両方のプロトコルは、画像、オーディオ、ビデオなどのリモート コ
ンテンツの配信について最適化されたユーザー エクスペリエンスを提供します。

RDS ホストのパフォーマンスは、多くの要因に依存します。Windows Server の異なるバージョンのパフォーマンス
を調整する方法については、http://msdn.microsoft.com/library/windows/hardware/gg463392.aspx を参照し
てください。

Horizon 7 では、RDS ホスト上でユーザーごとに最大 1 つのデスクトップ セッションおよび最大 1 台のアプリケー
ション セッションをサポートしています。

Horizon 7 では、ローカル プリンタのリダイレクトとネイティブ ネットワーク プリンタの両方をサポートしています。

ローカル プリンタのリダイレクトは、次のようなユースケースで使用されます。

n USB またはクライアント デバイスのシリアル ポートに直接接続するプリンタ。

n クライアントに接続し、バーコード印刷やラベル印刷などを行う特別なプリンタ。

n 仮想セッションから接続できないリモート ネットワーク上でネットワーク プリンタ。

ネットワーク プリンタは、会社の印刷サーバで管理されるので、プリンタ リソースを一元的に管理できます。使用
可能なプリンタのネイティブ ドライバは、仮想マシンまたは RDSH ホストにインストールする必要があります。こ
の方法が難しい場合には、困難なを検討している場合は、ThinPrint の高度なバージョンなどのサードパーティを利
用することもできます。各仮想マシンまたは RDSH ホストに追加のプリンタ ドライバをインストールする必要はあ
りません。Microsoft Windows Server の「印刷とドキュメント サービス」オプションを使用してネットワーク プ
リンタを管理することもできます。

アプリケーションと RDS デスクトップが両方とも同一の RDS ホストでホストされている場合にこれらを起動する
と、同一ユーザーのプロファイルが共有されます。デスクトップからアプリケーションを起動している場合に、両方

のアプリケーションがユーザー プロファイルの同じ部分にアクセスしようとしたり、変更を加えようとしたりすると
競合が発生することがあり、どちらかのアプリケーションが正しく実行されない場合があります。

アプリケーションまたはリモート アクセスのための RDS デスクトップ設定手順には、次のタスクが含まれます。

1 RDS ホストをセットアップします。

2 ファームを作成します。第 4 章「ファームの作成」を参照してください。

3 アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成します。第 6 章「アプリケーション プールの作
成」または第 5 章「RDS デスクトップ プールの作成」を参照してください。

4 ユーザーおよびグループに資格を付与します。第 8 章「資格のあるユーザーとグループ」を参照してください。
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5 （オプション）RDS デスクトップおよびアプリケーション セッションのタイム ゾーン リダイレクトを有効にし
ます。「RDS デスクトップ セッションと RDS アプリケーション セッションのタイム ゾーン リダイレクトの有効
化」を参照してください。

注意   スマート カード認証が有効になっている場合は、RDS ホストでスマート カード サービスが無効になっている
ことを確認してください。RDS ホストでスマート カード サービスが無効になっていない場合、認証が失敗する可能
性があります。デフォルトでは、このサービスは無効です。

注意   ユーザーが Web ブラウザなどのアプリケーションを起動するとき、ユーザーがそのアプリケーションをホス
トしている RDS ホスト上のローカル ドライブにアクセスできる可能性があります。アプリケーションで Windows
Explorer を実行する機能が提供される場合、これが可能です。このような RDS ホストへのアクセスを防止するため、
http://support.microsoft.com/kb/179221 で説明されている手順に従い、アプリケーションで Windows Explorer
が実行されないようにします。

http://support.microsoft.com/kb/179221 の手順は、デスクトップおよびアプリケーション セッションの両方に
影響を与えるため、デスクトップ セッションが影響を受けないように、Microsoft KB 記事の手順に従う場合、同一
のファームに RDS デスクトップ プールとアプリケーション プールを作成しないことを推奨します。

アプリケーションのインストール

アプリケーション プールを作成する場合、RDS ホストにアプリケーションをインストールする必要があります。
Horizon 7 でインストールされたアプリケーションのリストを自動的に表示するには、すべてのユーザーが [スター
ト] メニューから利用できるようにアプリケーションをインストールする必要があります。アプリケーション プール
を作成する前であれば、いつでもアプリケーションをインストールできます。手動でアプリケーションを指定する場

合は、アプリケーション プールを作成する前または後の好きなときにアプリケーションをインストールできます。

重要   アプリケーションをインストールするときに、ファーム内のすべての RDS ホストに、かつ各 RDS ホストの同
じ場所にインストールする必要があります。そうしなかった場合、健全性の警告が View Administrator ダッシュボー
ドに表示されます。この状況でアプリケーション プールを作成すると、アプリケーションの実行時にエラーが発生す
る場合があります。

Horizon 7 では、アプリケーション プールを作成すると、ファームのすべての RDS ホストの [スタート] メニューか
ら、（個々のユーザーではなく）すべてのユーザーが使用可能なアプリケーションが自動的に表示されます。このリス

トから任意のアプリケーションを選択できます。また、[スタート] メニューから、すべてのユーザーに利用可能では
ないアプリケーションを手動で指定できます。RDS ホストにインストールできるアプリケーションの数に制限はあり
ません。

Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのイン
ストール

リモート デスクトップサービス (RDS) は、Windows Server で設定できるロールの 1 つです。Windows Server
2008 R2 を実行する RDS ホストをセットアップするには、このロールをインストールする必要があります。

開始する前に

n RDS ホストで Windows Server 2008 R2 Service Pack 1 (SP1) が動作していることを確認します。

Horizon 7 での公開されたデスクトップとアプリケーションのセットアップ
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n RDS ホストが Horizon 7 環境の Active Directory ドメインの一部であることを確認します。

n http://support.microsoft.com/kb/2775511に記載されている Microsoft のホットフィックス ロールアップを
インストールします。

n Microsoft 更新プログラム (https://support.microsoft.com/en-us/kb/2973201) をインストールします。

手順

1 RDS ホストに管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 ナビゲーション ツリーで [ロール] を選択します。

4 [ロールを追加] をクリックして[ロールを追加]ウィザードを起動します。

5 [リモート デスクトップ サービス] ロールを選択します。

6 [ロール サービスを選択] ページで、[リモート デスクトップ セッション ホスト] を選択します。

7 認証方法の指定のページで、適宜、[ネットワーク レベル認証を必要とする] または [ネットワーク レベル認証を
必要としない] を選択します。

8 [クライアント エクスペリエンスの構成] ページで、ユーザーに提供する機能を選択します。

9 指示に従ってインストールを終了します。

次に進む前に

HTML Access またはスキャナ リダイレクトを使用する予定がある場合は、デスクトップ エクスペリエンス機能をイ
ンストールします。デスクトップ エクスペリエンスのインストール手順は、Windows Server 2008 R2 上と Windows
Server 2012 または 2012 R2 上では異なります。

ユーザーが 1 つのデスクトップ セッションのみを使用するように制限します。「ユーザーを単一セッションに制限す
る」を参照してください。

Windows Server 2012 または 2012 R2 へのリモート デスクトップ サー
ビスのインストール

リモート デスクトップサービスは、Windows Server 2012 または 2012 R2 が持つことのできるロールの 1 つです。
RDS ホストをセットアップするには、このロールをインストールする必要があります。

開始する前に

n RDS ホストで Windows Server 2012 または Windows Server 2012 R2 が動作していることを確認します。

n RDS ホストが Horizon 7 展開環境用の Active Directory ドメインの一部であることを確認します。

手順

1 RDS ホストに管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [ロールと機能を追加] を選択します。
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4 [インストール タイプを選択] ページで、[ロールベースまたは機能ベースのインストール] を選択します。

5 [ターゲット サーバを選択] ページで、サーバを選択します。

6 [サーバ ロールを選択] ページで、[リモート デスクトップ サービス] を選択します。

7 [機能を選択] ページで、デフォルトを受け入れます。

8 [ロール サービスを選択] ページで、[リモート デスクトップ セッション ホスト] を選択します。

9 指示に従ってインストールを終了します。

次に進む前に

HTML Access またはスキャナ リダイレクトを使用する予定がある場合は、デスクトップ エクスペリエンス機能をイ
ンストールします。デスクトップ エクスペリエンスのインストール手順は、Windows Server 2008 R2 上と Windows
Server 2012 または 2012 R2 上では異なります。

ユーザーが 1 つのデスクトップ セッションのみを使用するように制限します。「ユーザーを単一セッションに制限す
る」を参照してください。

Windows Server 2008 R2 へのデスクトップ エクスペリエンスのイン
ストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展開さ
れた VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザー仮想マ
シンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

手順

1 管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [機能] をクリックします。

4 [機能の追加] をクリックします。

5 [機能を選択] ページで、[デスクトップ エクスペリエンス] チェックボックスを選択します。

6 デスクトップ エクスペリエンス機能で必要な他の機能に関する情報を確認し、[必要な機能の追加] をクリックし
ます。

7 指示に従ってインストールを終了します。

Windows Server 2012、2012 R2 または 2016 へのデスクトップ エク
スペリエンスのインストール

RDS デスクトップとアプリケーション、および Windows Server を実行するシングルユーザー仮想マシンに展開さ
れた VDI デスクトップの場合、スキャナ リダイレクトを使用するには、RDS ホストおよびシングルユーザー仮想マ
シンにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

Horizon 7 での公開されたデスクトップとアプリケーションのセットアップ
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Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、Windows Server 2016 は、RDS ホストとして使用されるマ
シンでサポートされています。シングルユーザー仮想マシンでは、Windows Server 2012 R2 と Windows Server
2016 がサポートされています。

手順

1 管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [ロールと機能を追加] を選択します。

4 [インストール タイプを選択] ページで、[ロールベースまたは機能ベースのインストール] を選択します。

注意   Windows Server 2016 の場合は、[Windows Server 2016] または [Windows Server（デスクトップ エ
クスペリエンスとサーバ）] を選択します。セットアップ ウィザードで選択しないと、サーバ コア インストール
オプションとして Windows Server 2016 がインストールされます。インストール オプションを切り替えること
はできません。[Windows Server（デスクトップ エクスペリエンスとサーバ）] をインストールした後で [Windows
Server 2016] を使用する場合には、Windows Server 2016 の新規インストールを実行する必要があります。

5 [ターゲット サーバを選択] ページで、サーバを選択します。

6 [サーバ ロールを選択] ページで、デフォルトの選択を受け入れ、[次へ] をクリックします。

7 [機能を選択] ページで、[ユーザー インターフェイスとインフラストラクチャ] の下で [デスクトップ エクスペリ
エンス] を選択します。

8 指示に従ってインストールを終了します。

ユーザーを単一セッションに制限する

Horizon 7 は、RDS ホスト上でユーザーごとに最大 1 つのデスクトップ セッションおよび最大 1 つのアプリケーショ
ン セッションをサポートします。ユーザーを単一セッションに制限するように RDS ホストを構成する必要がありま
す。Windows Server 2008 R2、Windows Server 2012、および Windows Server 2012 R2 の場合、グループ ポ
リシー設定の

Restrict Remote Desktop Services users to a single Remote Desktop Services session

を有効にしてユーザーを単一セッションに制限することができます。この設定は、Computer

Configuration\Administrative Templates\Windows Components\Remote Desktop

Services\Remote Desktop Session Host\Connections フォルダにあります。Windows Server

2008 R2 の場合、次の手順を使用してユーザーを単一セッションに制限することができます。

開始する前に

n 「Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール」 に説明されている方法で、
リモート デスクトップ サービス ロールをインストールします。

手順

1 [スタート] - [管理ツール] - [リモート デスクトップ サービス] - [リモート デスクトップ セッション ホストの構
成] の順にクリックします。
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2 [編集設定] ペインの [全般] で、[各ユーザーを単一セッションに制限する] をダブルクリックします。

3 [プロパティ] ダイアログ・ボックスの [全般] タブで、[各ユーザーを単一セッションに制限する] を選択して、
[OK] をクリックします。

次に進む前に

RDS ホストに Horizon Agent をインストールします。「リモート デスクトップ サービス ホストへの Horizon Agent
のインストール」を参照してください。

リモート デスクトップ サービス ホストへの Horizon Agent のインス
トール

Horizon Agent は、接続サーバと通信して、表示プロトコル PCoIP および Blast Extreme をサポートします。RDS
ホストに Horizon Agent をインストールする必要があります。

開始する前に

n Active Directory の準備が整っていることを確認してください。『Horizon 7 のインストール』ドキュメントを
参照してください。

n 「Windows Server 2008 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール」または「Windows Server
2012 または 2012 R2 へのリモート デスクトップ サービスのインストール」に説明されている方法で、リモー
ト デスクトップ サービス ロールをインストールします。

n ユーザーが 1 台のデスクトップ セッションのみを使用するように制限します。「ユーザーを単一セッションに制
限する」を参照してください。

n Horizon Agent カスタム セットアップ オプションについて理解しておきます。「RDS ホストに対する Horizon
Agent のカスタム セットアップ オプション」を参照してください。

n マシンに Microsoft Visual C++ Redistributable パッケージがインストールされている場合、パッケージのバー
ジョンが 2005 SP1 以降であることを確認します。パッケージのバージョンが 2005 以前の場合、パッケージの
アップグレードまたはアンインストールのいずれかが可能です。

n VMware 製品ページ http://www.vmware.com/go/downloadview から、Horizon Agent インストーラ ファ
イルをダウンロードします。

手順

1 管理者としてログインします。

2 Horizon Agent インストール プログラムを起動するには、インストーラ ファイルをダブルクリックします。

インストーラのファイル名は、VMware-viewagent-x86_64-<y.y.y>-<xxxxxx>.exe です。<y.y.y>

はバージョン番号、<xxxxxx> はビルド番号です。

3 インターネット プロトコル (IP) バージョンとして、[IPv4] または [IPv6] を選択します。

すべての Horizon 7 コンポーネントを同じ IP バージョンでインストールする必要があります。

Horizon 7 での公開されたデスクトップとアプリケーションのセットアップ
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4 カスタム セットアップのオプションを選択します。

手動ファームに置かれる RDS ホストに Horizon Agent をインストールしている場合、[View Composer Agent]
オプションを選択しないでください。

5 [サーバ] テキスト ボックスに、接続サーバ ホストのホスト名または IP アドレスを入力します。

インストール時に、インストーラが接続サーバ インスタンスに RDS ホストを登録します。登録後、指定した接
続サーバ インスタンスおよび同じ接続サーバ グループ内の他のインスタンスは RDS ホストと通信できます。

6 認証方式を選択して、接続サーバ インスタンスに RDS ホストを登録します。

オプション 説明

現在ログインしているユーザーとして認証する [ユーザー名] および [パスワード] テキスト ボックスは無効であり、現在のユーザー名とパス
ワードを使用して接続サーバ インスタンスにログインします。

管理者の認証情報を指定する [ユーザー名] および [パスワード] テキスト ボックスに、接続サーバ管理者のユーザー名とパ
スワードを入力する必要があります。

 
ユーザー アカウントは、View 接続サーバ インスタンスで View LDAP にアクセスできるドメイン ユーザーでな
ければなりません。ローカル ユーザーは使用できません。

7 指示に従ってインストールを終了します。

次に進む前に

ファームを作成します。第 4 章「ファームの作成」を参照してください。

RDS ホストに対する Horizon Agent のカスタム セットアップ オプション
RDS ホストに Horizon Agent をインストールする際、カスタムのセットアップ オプションを選択できます。また、
Horizon Agent は特定の機能を、サポートされているすべてのゲスト OS に自動的にインストールします。これらの
機能はオプションではありません。

最新の Horizon Agent バージョンをインストールした後でカスタム セットアップ オプションを変更するには、
Horizon Agent をアンインストールしてから再インストールする必要があります。パッチおよびアップグレードの場
合、前のバージョンをアンインストールすることなく、新しい Horizon Agent インストーラを実行して、新しいオ
プション セットを選択できます。
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表 3‑1.  IPv4 環境の RDS ホスト向け Horizon Agent カスタム セットアップ オプション

オプション 説明

USB リダイレクト ローカルで接続されている USB ストレージ デバイスにユーザーがアクセスできるようにします。

特に、USB フラッシュ ドライブとハード ディスクのリダイレクトは、公開デスクトップと公開アプリケーション
でサポートされています。他のタイプの USB デバイス、およびセキュリティ ストレージ ドライブ、USB CD-ROM
などの他のタイプの USB ストレージ デバイスのリダイレクトは、公開デスクトップと公開アプリケーションでサ
ポートされません。

デフォルトではこのセットアップ オプションは選択されていません。このオプションを選択してインストールする
必要があります。このオプションは、Windows Server 2012 または 2012 R2 が動作している RDS ホストで利用
可能ですが、Windows Server 2008 R2 では利用できません。

USB リダイレクトを安全に使用する方法については、『Horizon 7 のセキュリティ』ドキュメントを参照してくだ
さい。たとえば、グループ ポリシー設定を使用して、特定のユーザーの USB リダイレクトを無効にすることがで
きます。

HTML Access ユーザーが HTML Access を使用して公開デスクトップや公開アプリケーションに接続できるようになります。こ
の設定オプションが選択されると、HTML Access エージェントがインストールされます。ユーザーが HTML Access
で接続を確立できるようにするには、このエージェントを RDS ホストにインストールする必要があります。

3D RDSH この RDS ホストで実行されているアプリケーションで 3D グラフィックスを使用できるようにします。

View Composer Agent このマシンが自動ファームを作成するための親仮想マシンの場合、このオプションを選択します。このマシンが手

動ファームの RDS ホストの場合、このオプションは選択しないでください。

クライアント ドライブ リダ
イレクト

Horizon Client ユーザーが公開デスクトップおよび公開アプリケーションでローカル ドライブを共有できるよう
になります。

この設定オプションがインストールされた後は、RDS ホストではこれ以上の構成は必要ありません。

クライアント ドライブ リダイレクトは、単一ユーザーの仮想マシンや管理対象外のマシン上で稼動するリモート
デスクトップにも対応しています。

仮想印刷 クライアント コンピュータで利用できるプリンタならいずれのプリンタでも印刷が行えるようになります。ユー
ザー側でデスクトップに追加ドライバをインストールする必要はありません。

仮想印刷は次のリモート デスクトップおよびアプリケーションでサポートされます。

n Windows デスクトップや Windows Server マシンなど、単一ユーザーのマシンにデプロイされたデスクトッ
プ。

n 仮想マシンである RDS ホストに展開されたデスクトップ。

n 公開アプリケーション。

n リモート デスクトップ内部の Horizon Client から起動される公開アプリケーション（ネストされるセッショ
ン）。

仮想印刷機能は、Horizon Agent からインストールする場合に限ってサポートされます。VMware Tools を使っ
てインストールした場合はサポートされません。

vRealize Operations
Desktop Agent

vRealize Operations Manager を vRealize Operations Manager for Horizon と連携できます。

スキャナ リダイレクト クライアント システムに接続されるスキャン デバイスをリダイレクトするので、そのデバイスを公開デスクトッ
プまたは公開アプリケーションで使用できます。

このオプションを Horizon Agent インストーラで使用できるようにするには、RDS ホストの Windows Server
オペレーティング システムにデスクトップ エクスペリエンス機能をインストールする必要があります。

このセットアップ オプションは、Windows Server ゲスト OS にデフォルトではインストールされません。この
オプションを選択してインストールする必要があります。

HTML5 マルチメディア リダ
イレクト

パフォーマンスを最適化するため、Chrome または Edge ブラウザの HTML5 マルチメディア コンテンツをクラ
イアントにリダイレクトします。

デフォルトでは、このセットアップ オプションはインストールされていません。このオプションを選択してインス
トールする必要があります。
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表 3‑1.  IPv4 環境の RDS ホスト向け Horizon Agent カスタム セットアップ オプション (続き)

オプション 説明

VMware クライアント IP ア
ドレスの透過性

Internet Explorer へのリモート接続を有効にし、リモート デスクトップ マシンの IP アドレスの代わりにクライ
アントの IP アドレスを使用します。

デフォルトではこのセットアップ オプションは選択されていません。このオプションを選択してインストールする
必要があります。

インスタント クローン RDS ホストのファームでインスタントクローン仮想マシンの作成を有効にします。

このセットアップ オプションは、Windows Server ゲスト OS にデフォルトではインストールされません。この
オプションを選択してインストールする必要があります。

Horizon Performance
Tracker

表示プロトコルのパフォーマンスとシステム リソースの使用量をモニタリングします。デフォルトではこのオプ
ションが選択されていません。このオプションを選択してインストールする必要があります。

IPv6 環境では、セットアップ オプションは IPv6 に似ています。

表 3‑2.  RDS ホストに自動的にインストールされる Horizon Agent の機能

オプション 説明

PCoIP エージェント アプリケーションと公開デスクトップへの接続に PCoIP 表示プロトコルが使用できるようになります。

Windows Media マルチメ
ディア リダイレクト (MMR)

公開デスクトップへのマルチメディア リダイレクトを提供します。この機能は、クライアント コンピュータに直
接マルチメディア ストリームを配信します。これにより、リモートの ESXi ホストではなくクライアントのハード
ウェアでマルチメディア ストリームが処理できるようになります。

Unity Touch タブレットのユーザーとスマート フォンのユーザーが、リモート デスクトップで実行されている Windows アプ
リケーションを使って交信できるようになります。ユーザーは Windows アプリケーションやファイルの参照、
検索、およびオープンを行ったり、お気に入りのアプリケーションやファイルを選択したり、スタート メニュー
またはタスクバーを使用しなくても実行中のアプリケーションを切り替えることができます。

PSG エージェント RDS ホストに PCoIP Secure Gateway をインストールし、RDS ホスト上で実行されているデスクトップ セッ
ションおよびアプリケーション セッション用に PCoIP 表示プロトコルを実装します。

VMwareRDS VMware でのリモート デスクトップ サービス機能の実装を可能にします。

IPv6 環境で自動的にインストールされる機能は、PCoIP Agent、PSG Agent、および VMwareRDS です。

RDS ホストでサポートされるその他の機能については、『Horizon 7 アーキテクチャの計画』ドキュメントの
「Horizon Agent の機能サポート一覧」を参照してください。

Horizon Agent のサイレント インストール プロパティ
コマンド ラインから Horizon Agent をサイレントでインストールする場合に特定のプロパティを含めることができ
ます。Microsoft Windows Installer （MSI）がプロパティと値を解釈できるように、<PROPERTY>=<value> 形

式を使用する必要があります。

次の表は、コマンド ラインで使用できる Horizon Agent サイレント インストール プロパティを示しています。
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表 3‑3.  Horizon Agent をサイレント インストールするための MSI プロパティ

MSI プロパティ 説明 デフォルト値

INSTALLDIR Horizon Agent ソフトウェアがインストールされるパスおよびフォルダ。例：

INSTALLDIR=""D:\abc\my folder""

パスを 2 つの二重引用符のセットで囲むと、MSI インストーラはパス内の領
域を無視します。

この MSI プロパティはオプションです。

%ProgramFiles

%\VMware\VMware

View\Agent

RDP_CHOICE デスクトップでリモート デスクトップ プロトコル（RDP）を有効にするかど
うかを決定します。

値 1 を指定すると、RDP が有効になります。値 0 を指定すると、RDP 設定
は無効のままです。

この MSI プロパティはオプションです。

1

SUPPRESS_RUNONCE_CHECK HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersio

n\RunOnce キーと RunOnceEx キーで次のオペレーティング システム

再起動時の実行が設定されている保留中の Windows Update を無視しま
す。このフラグを使用して同時にインストールできますが、システムの更新

が Horizon Agent の実行時の依存関係に影響を及ぼす場合には、インストー
ルの結果は不明です。

この MSI プロパティはオプションです。

なし

URL_FILTERING_ENABLED URL コンテンツ リダイレクト機能をインストールするかどうかを指定しま
す。値に 1 を指定すると、この機能がインストールされます。グループ ポリ
シー設定を使用して、リダイレクトする URL を設定する必要があります。
『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』ドキュメントの「URL
コンテンツ リダイレクトの構成」を参照してください。

この MSI プロパティはオプションです。

0

VDM_SKIP_BROKER_REGISTRATION値 1 を指定すると、管理対象外のデスクトップをスキップします。 なし

VDM_VC_MANAGED_AGENT Horizon Agent がインストールされる仮想マシンを vCenter Server が管理
するかどうかを決定します。

値 1 を指定すると、デスクトップは vCenter Server の管理対象仮想マシン
として構成されます。

値 0 を指定すると、デスクトップは vCenter Server の管理対象外のとして
構成されます。

この MSI プロパティは必須です。

なし

VDM_SERVER_NAME Horizon Agent インストーラが管理対象外のデスクトップを登録する接続
サーバ インスタンスのホスト名または IP アドレス。このプロパティは、管
理対象外のデスクトップにのみ適用されます。例：

VDM_SERVER_NAME=10.123.01.01

管理対象外のデスクトップでは、この MSI プロパティは必須です。

vCenter Server の管理対象の仮想デスクトップには、この MSI プロパティ
を使用しないでください。

なし

VDM_SERVER_USERNAME 接続サーバ インスタンスの管理者のユーザー名。この MSI プロパティは、
管理対象外のデスクトップにのみ適用されます。例：

VDM_SERVER_USERNAME=domain\username

管理対象外のデスクトップでは、この MSI プロパティは必須です。

vCenter Server の管理対象の仮想デスクトップには、この MSI プロパティ
を使用しないでください。

なし
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表 3‑3.  Horizon Agent をサイレント インストールするための MSI プロパティ (続き)

MSI プロパティ 説明 デフォルト値

VDM_SERVER_PASSWORD 接続サーバ管理者ユーザーのパスワード。例：

VDM_SERVER_PASSWORD=secret

管理対象外のデスクトップでは、この MSI プロパティは必須です。

vCenter Server の管理対象の仮想デスクトップには、この MSI プロパティ
を使用しないでください。

なし

VDM_IP_PROTOCOL_USAGE Horizon Agent が使用する IP バージョンを指定します。有効な値は、IPv4
と IPv6 です。

IPv4

VDM_FIPS_ENABLED FIPS モードを有効にするか無効にするかを指定します。値 1 は FIPS モード
を有効にします。値 0 は FIPS モードを無効にします。このプロパティが 1
に設定され、Windows が FIPS モードになっていない場合、インストーラ
は中断されます。

0

VDM_FLASH_URL_REDIRECTION Horizon Agent で Flash URL リダイレクト機能をインストールできるかど
うかを特定します。1 を指定するとインストールが有効になり、0 を指定す
るとインストールが無効になります。

この MSI プロパティはオプションです。

0

INSTALL_VDISPLAY_DRIVER Horizon WDDM ディスプレイ ドライバを設定します。値 1 を指定すると、
ドライバのインストールが有効になります。値を 0 または空にすると、ドラ
イバのインストールが無効になります。

0

サイレント インストール コマンドでは、ADDLOCAL プロパティを使用して、Horizon Agent インストーラが設定

するオプションを指定できます。

次の表は、コマンド ラインで入力できる Horizon Agent オプションを示しています。これらのオプションには対応
するセットアップ オプションがあり、それらのオプションはインタラクティブ インストールで選択解除または選択
できます。

カスタム セットアップ オプションの詳細については、「RDS ホストに対する Horizon Agent のカスタム セットアッ
プ オプション」を参照してください。

コマンド ラインで ADDLOCAL プロパティを使用しない場合、Horizon Agent はインタラクティブなインストール

時にデフォルトでインストールされるすべてのオプションをインストールします（ゲスト OS でサポートされている
場合）。ADDLOCAL=ALL を使用すると、Horizon Agent は次のオプションを、デフォルトでオンのものもオフのも

のもすべてインストールします（NGVC を除き、ゲスト OS でサポートされている場合）。NGVC と SVIAgent は相
互に排他的です。NGVC をインストールするには、明示的に指定する必要があります。

詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』で「Microsoft Windows インストーラのコマ
ンドライン オプション」にある ADDLOCAL 表の項目を参照してください。

表 3‑4.  Horizon Agent のサイレント インストール オプションとインタラクティブ カスタム セットアップ オプ
ション

サイレント インストール オプ
ション

対話的なインストールのカスタム セットアップ オプ
ション

インタラクティブなインストール時にデフォルトでイ

ンストールされる、または ADDLOCAL が使用されて

いない場合にインストールされる

Core Core はい

USB USB リダイレクト いいえ
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表 3‑4.  Horizon Agent のサイレント インストール オプションとインタラクティブ カスタム セットアップ オプショ
ン (続き)

サイレント インストール オプ
ション

対話的なインストールのカスタム セットアップ オプ
ション

インタラクティブなインストール時にデフォルトでイ

ンストールされる、または ADDLOCAL が使用されて

いない場合にインストールされる

SVIAgent View Composer Agent はい

NGVC Instant Clone Agent いいえ

RTAV リアルタイム オーディオビデオ はい

ClientDriveRedirection クライアント ドライブ リダイレクト はい

SerialPortRedirection シリアル ポート リダイレクト いいえ

ScannerRedirection スキャナ リダイレクト いいえ

FlashURLRedirection Flash URL リダイレクト

この機能は、コマンド ラインで
VDM_FLASH_URL_REDIRECTION=1 プロパティ

を使用しない限り非表示になっています。

いいえ

HTML5MMR HTML5 マルチメディア リダイレクト いいえ

ThinPrint 仮想印刷 はい

V4V vRealize Operations Desktop Agent はい

VPA View Persona Management はい

SmartCard PCoIP スマートカード

インタラクティブなインストールで、この機能がデフォ

ルトでインストールされることはありません。

いいえ

VmwVaudio VMware オーディオ（仮想オーディオ ドライバ） はい

TSMMR Windows Media マルチメディア リダイレクト (MMR) はい

RDP コマンド ラインの RDP_CHOICE=1 プロパティを使用

するか、Horizon Administrator でデスクトップ プー
ルを作成または編集する際にデフォルトの表示プロトコ

ルとして RDP を選択する場合に、レジストリの RDP を
有効にします。

この機能はインタラクティブなインストールでは非表示

になっています。

はい

VMWMediaProviderProxy VMware Virtualization Pack for Skype for Business いいえ

DeviceBridgeBAS デバイス ブリッジ BAS プラグイン

BAS 2.0.0.7 をインストールしている場合を除き、この
機能は表示されません。

いいえ

RDSH3D RDS ホストでの 3D レンダリング いいえ

CIT（64 ビットのみ） クライアント IP アドレスの透過性。

64 ビットのインストーラにのみ存在します。32 ビット
インストーラを使用してコマンドラインから機能をイン

ストールすると、MSI がエラーを返します。

いいえ

SdoSensor SDO センサーのリダイレクト いいえ

PerfTracker Horizon Performance Tracker いいえ
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ADDLOCAL を使用して機能を個々に指定する場合、つまり ADDLOCAL=ALL を指定しない場合は、Core を常に指

定する必要があります。

表 3‑5.  自動的にインストールされる Horizon Agent サイレント インストール機能

サイレント インストール機能 説明

Core Horizon Agent の主要機能。

ADDLOCAL=ALL を指定すると、Core 機能がインストールされます。

BlastProtocol VMware Blast

PCoIP PCoIP プロトコル エージェント

VmVideo 仮想ビデオ ドライバ

UnityTouch Unity Touch

PSG この機能は、Horizon Agent が IPv4 または IPv6 を使用しているかどうかを、接続サーバ
に伝えるレジストリ エントリを設定します。

サイレント インストールで VDM_FLASH_URL_REDIRECTION=1 プロパティを使用することによって、Flash URL

リダイレクト機能をインストールします。この機能は、インタラクティブなインストールでも、サイレント インス
トールで ADDLOCAL=ALL を使用した場合でもインストールされません。例：

VMware-viewagent-<y.y.y>-<xxxxxx>.exe /s /v/qn "VDM_VC_MANAGED_AGENT=1

VDM_FLASH_URL_REDIRECTION=1

ADDLOCAL=Core,SVIAgent,ThinPrint,USB,FlashURLRedirection,RTAV"

ネストされたセッション内で起動されたリモート アプリケーションか
らの印刷

Horizon Agent のインストール中に仮想印刷を有効にすると、リモート デスクトップ（ネストされたセッション）
内の Horizon Client から起動したリモート アプリケーションから、ローカル クライアント マシンにあるプリンタに
印刷できます。

Horizon 7 バージョン 7.0.2 から、ネストされたセッションから起動したリモート アプリケーションから、ローカル
クライアント マシンに接続するプリンタではなく、リモート デスクトップ マシンに接続するプリンタにユーザーが
印刷できるようになりました。この機能を有効にするには、

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ThinPrint\TPClnRDP の SiSActive の値を 0 に変更して、リモー

ト デスクトップ マシンの Thinprint セッション イン セッション モードを変更します。

注意   SiSActive がリモート デスクトップ マシンで 0 に設定されていると、ネストされたセッション内から起動

されたリモート アプリケーションからローカル クライアント マシンに接続するプリンタに印刷できなくなります。
デフォルトの ThinPrint セッション イン セッション モードを再度有効にするには、リモート デスクトップ マシンで
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ThinPrint\TPClnRDP の SiSActive の値を 1 に変更します。

Horizon Agent インストール時に仮想印刷オプションを有効にする方法の詳細は、「RDS ホストに対する Horizon
Agent のカスタム セットアップ オプション」を参照してください。
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RDS デスクトップ セッションと RDS アプリケーション セッションの
タイム ゾーン リダイレクトの有効化
RDS ホストのタイム ゾーンとユーザーのタイム ゾーンが異なる場合、デフォルトでは、そのユーザーが RDS デスク
トップに接続するときに RDS デスクトップには RDS ホストのタイム ゾーンの時間が表示されます。タイム ゾーン
リダイレクト グループ ポリシー設定を有効にすることにより、RDS デスクトップにローカル タイム ゾーンの時間を
表示することができます。このポリシー設定はアプリケーション セッションにも適用されます。

開始する前に

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』に
ある「Horizon グループ ポリシーの GPO の作成」を参照してください。

n Horizon 7 RDS ADMX ファイルが Active Directory に追加されていることを確認します。『Horizon 7 でのリ
モート デスクトップ機能の構成』の「リモート デスクトップ サービス ADMX ファイルを Active Directory へ
追加」を参照してください。

n グループ ポリシー設定について理解しておきます。『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』の「RDS
デバイスおよびリソースのリダイレクトの設定」を参照してください。

手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

2 ドメインと [グループ ポリシー オブジェクト] を展開します。

3 グループ ポリシー設定用に作成した GPO を右クリックし、[編集] を選択します。

4 グループ ポリシー管理エディタで、[コンピュータの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート] - [Windows コン
ポーネント] - [リモート デスクトップ サービス] - [リモート デスクトップ セッション ホスト] - [デバイスとリ
ソースのリダイレクト] の順に移動します。

5 設定 [タイム ゾーン リダイレクトの許可] を有効にします。

アプリケーションで Windows ベーシック テーマを有効にする
RDS ホスト上のデスクトップに接続したことがないユーザーが、RDS ホストでホストされているアプリケーション
を起動した場合、Aero スタイル テーマをロードするように GPO 設定が構成されていても、アプリケーションに
Windows ベーシック テーマは適用されません。Horizon 7 では、Aero スタイル テーマはサポートされませんが、
Windows ベーシック テーマはサポートされます。アプリケーションに Windows ベーシック テーマを適用するに
は、別の GPO 設定を構成する必要があります。
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開始する前に

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』に
ある「Horizon 7 グループ ポリシーの GPO の作成」を参照してください。

手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

2 ドメインと [グループ ポリシー オブジェクト] を展開します。

3 グループ ポリシー設定用に作成した GPO を右クリックし、[編集] を選択します。

4 グループ ポリシー管理エディタで、[ユーザーの構成] - [ポリシー] - [管理用テンプレート] - [コントロール パネ
ル] - [個人設定] に移動します。

5 [特定の視覚スタイル ファイルを強制するか、または Windows クラシックを強制する] という設定を有効にし
て、[視覚スタイルへのパス] を %windir%\resources\Themes\Aero\aero.msstyles に設定します。

Runonce.exe を開始するグループ ポリシーの構成
デフォルトでは、Explorer.exe ファイルに依存する一部のアプリケーションは、アプリケーション セッションで実
行できないことがあります。この問題を回避するには、runonce.exe を実行するように GPO 設定を構成する必要が
あります。

開始する前に

n Active Directory サーバでグループ ポリシー管理機能が使用できることを確認します。

グループ ポリシー管理コンソールを開く手順は、Windows 2012、Windows 2008、および Windows 2003
Active Directory の各バージョンによって異なります。『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』に
ある「Horizon 7 グループ ポリシーの GPO の作成」を参照してください。

手順

1 Active Directory サーバで、グループ ポリシー管理コンソールを開きます。

2 ドメインと [グループ ポリシー オブジェクト] を展開します。

3 グループ ポリシー設定用に作成した GPO を右クリックし、[編集] を選択します。

4 グループ ポリシー管理エディタで、[ユーザー構成] - [ポリシー] - [Windows 設定] - [スクリプト（ログイン/ロ
グオフ）] に移動します。

5 [ログイン] をダブルクリックし、[追加] をクリックします。

6 スクリプト名ボックスに、runonce.exe と入力します。

7 スクリプト パラメータ ボックスに、/AlternateShellStartup と入力します。
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RDS ホスト パフォーマンス オプション
パフォーマンス オプションを設定することで、Windows をフォアグラウンド プログラムまたはバックグラウンド
サービス用に最適化できます。デフォルトでは、Horizon 7 により、サポートされている Windows Server のすべ
てのバージョンで、RDS ホストの特定のパフォーマンス オプションが無効になっています。

次の表に、Horizon 7 により無効になっているパフォーマンス オプションを示します。

表 3‑6.  Horizon 7 により無効になっているパフォーマンス オプション

Horizon 7 により無効になっているパフォーマンス オプション

ウィンドウを最大化や最小化するときにアニメーションで表示する

マウス ポインタの下に影を表示する

ウィンドウの下に影を表示する

デスクトップのアイコン名に影を付ける

ドラッグ中にウィンドウの内容を表示する

Horizon 7 により無効になっている 5 つのパフォーマンス オプションは、レジストリの 4 つの Horizon 7 設定に対
応します。次の表は、Horizon 7 設定とそのデフォルトのレジストリ値を示します。レジストリ値はすべて、レジス
トリ サブキー HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\VMware, Inc.\VMware

VDM\Agent\Configuration にあります。1 つ以上の Horizon 7 レジストリ値を false に設定して、パフォー

マンス オプションを再度有効にすることができます。

表 3‑7.  Windows パフォーマンス オプション に関連する Horizon 7 設定

Horizon 7 設定 レジストリの値

カーソル シャドウを無効にする DisableMouseShadows

フル ウィンドウ ドラッグを無効にする DisableFullWindowDrag

リストビュー シャドウを無効にする DisableListViewShadow

ウィンドウ アニメーションを無効にする DisableWindowAnimation

RDS ホスト用の 3D グラフィックスの構成
RDS ホスト用の 3D グラフィックスが構成されている場合、アプリケーション プールのアプリケーションと RDS デ
スクトップで実行されているアプリケーションの両方で 3D グラフィックスを表示できます。
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次の 3D グラフィックス オプションを使用できます。

NVIDIA GRID vGPU（共有
GPU ハードウェア アクセラ
レーション）

ESXi ホスト上の物理 GPU は複数の仮想マシンで共有されます。ESXi 6.0 以降が必
要です。

vDGA を使用する AMD
Multiuser GPU

ESXi ホスト上の物理 GPU は複数の仮想マシンで共有されます。ESXi 6.0 以降が必
要です。

Virtual Dedicated
Graphics Acceleration
(vDGA)

ESXi ホスト上の物理 GPU は単一の仮想マシン専用になります。ESXi 5.5 以降が必
要です。

注意   一部の Intel vDGA カードでは、特定の vSphere 6 バージョンが必要です。
http://www.vmware.com/resources/compatibility/search.phpにある
VMware ハードウェア互換性一覧を参照してください。また、Intel vDGA の場合、
他のベンダーと同様に個別の GPU ではなく、Intel 統合 GPU が使用されます。

vDGA の場合、最大のパフォーマンスを得るために GPU 全体を 1 つのマシンに割り当てます。RDS ホストを手動
ファームに含める必要があります。

vDGA を使用した AMD Multiuser GPU の場合、複数の PCI パススルー デバイスのように見せることで、複数の RDS
ホストの間で AMD GPU を共有できます。RDS ホストを手動ファームに含める必要があります。

NVIDIA GRID vGPU を使用すると、各グラフィックス カードで複数の RDS ホストをサポートでき、RDS ホストを
手動ファームに含める必要があります。ESXi ホストに複数の物理 GPU がある場合、ESXi ホストが仮想マシンを GPU
に割り当てる方法を構成することもできます。デフォルトの場合、ESXi ホストは、すでに割り当てられている仮想マ
シンの数が最も少ない物理 GPU に仮想マシンを割り当てます。これはパフォーマンス モードと呼ばれます。仮想マ
シンが最大数に到達するまで ESXi ホストが仮想マシンを同じ物理 GPU に割り当ててから、次の物理 GPU 上に仮想
マシンを配置する場合は、統合モードを選択することもできます。統合モードを構成するに

は、/etc/vmware/config ファイルを ESXi ホストで編集して、次のエントリを追加します。

vGPU.consolidation = "true"

PCoIP プロトコルまたは VMware Blast プロトコルを使用する場合、3D グラフィックスのみがサポートされます。
そのため、ファームでデフォルト プロトコルとして PCoIP または VMware Blast を使用し、ユーザーがプロトコル
を選択できないようにする必要があります。

3D グラフィックスの構成手順の概要

ここでは、3D グラフィックスを構成するために vSphere および Horizon 7 で実行する必要のあるタスクについて
の概要を説明します。NVIDIA GRID vGPU の設定の詳細については、ドキュメント VMware Horizon 6.1 向け NVIDIA
GRID vGPU デプロイ ガイドを参照してください。vDGA の設定の詳細については、ドキュメント View 仮想デスク
トップのグラフィックス アクセラレーションを参照してください。vDGA を使用した AMD Multiuser GPU のセッ
トアップの詳細については、『Horizon 7 for Linux デスクトップのセットアップ』を参照してください。

1 RDS ホストの仮想マシンを設定します。詳細については、第 3 章「リモート デスクトップ サービス ホストの設
定」を参照してください。
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2 グラフィックス PCI デバイスを仮想マシンに追加します。『vSphere 仮想マシン管理』ドキュメントの「仮想マ
シン ハードウェアの構成」の章にある「その他の仮想マシン デバイスの構成」を参照してください。デバイス
を追加するときは、必ず [すべてのメモリの予約] をクリックしてください。

3 仮想マシンで、グラフィックス カードのデバイス ドライバをインストールします。

4 RDS ホストを手動ファームに追加して、RDS デスクトップ プールを作成します。次に、PCoIP を使用してデス
クトップに接続し、ディスプレイ アダプタをアクティベーションします。

View Administrator で RDS ホストの 3D グラフィックスを構成する必要はありません。Horizon Agent のインス
トール時に、[3D RDSH] オプションを選択すれば済みます。デフォルトではこのオプションは選択されておらず、
3D グラフィックスは無効になっています。

RDS クライアント アクセス ライセンス（接続デバイス数）の保存設定
接続デバイス数によるライセンス モードが設定されている場合、クライアント デバイスは、RDS ホスト上の公開デ
スクトップまたはアプリケーションに接続したときに RDS CAL（接続デバイス数によるクライアント アクセス ライ
センス）を受け取ります。Horizon Administrator でグローバル設定を使用して、CAL をクライアント デバイスと
接続サーバ ホストに保存するか、接続サーバ ホストにのみ保存します。

CAL を保存すると、RDS 環境で CAL を効率的に使用し、次の問題を回避できます。

n 複数のライセンス サーバがデプロイされている環境で、ユーザーがクライアント デバイスから異なるライセン
ス サーバを使用する RDS ホストに接続した場合、それぞれのライセンス サーバが同じクライアント デバイスに
対して別々の RDS CAL（接続デバイス数）を発行する可能性があります。ライセンス サーバが Windows Server
2008 R2 RDS ホストと Windows Server 2012 または Windows Server 2012 R2 RDS ホストの両方にサービ
スを提供している場合（Windows Server 2008 R2 CAL と Windows Server 2012 または 2012 R2 CAL の両
方を発行した場合）、1 台のクライアント デバイスが環境内のライセンス サーバごとに異なる CAL（最大 2 つ）
を使用する可能性があります。

n Windows 2012 または 2012 R2 の CAL が Windows Server 2012 のライセンス サーバにインストールされて
いる場合、複数の接続が確立されても、Windows Server 2008 R2 RDS ホストと PCoIP または VMware Blast
で接続しているクライアント デバイスに対して常に一時的なライセンスが発行されます。クライアントに正規ラ
イセンスが発行されることはありません。

CAL（接続デバイス数）の保存は、Windows クライアントでのみサポートされます。Windows ゼロ クライアント
と Windows 以外のクライアントでは、この機能を使用できません。この機能をサポートしていないクライアントの
場合には、接続サーバ ホストにのみ CAL を保存できます。

開始する前に

接続デバイス数によるライセンス モードが RDS ホストに設定されていることを確認します。ライセンス モードを設
定するには、[リモート デスクトップ ライセンス モードを設定] グループ ポリシー設定を使用します。詳細について
は、『Horizon 7 でのリモート デスクトップ機能の構成』ドキュメントの「RDS ライセンス設定」を参照してくださ
い。

手順

1 Horizon Administrator で、[View 構成] - [グローバル設定] の順に選択します。

2 [全般] ペインで、[編集] をクリックします。
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3 [RDS CAL（接続デバイス数）ストレージ オプション] ドロップ ダウン メニューから CAL の保存オプションを選
択します。

オプション 説明

ブローカーのみに保存 接続サーバ ホストにのみ CAL を保存します。

このオプションは、View LDAP エントリ cs-enablerdslicensing=true と

sendRdsLicense=false を設定します。

クライアントとブローカーの両方に保存 CAL をクライアント デバイスと接続サーバ ホストに保存します。

このオプションは、View LDAP エントリ cs-enablerdslicensing=true と

sendRdsLicense=true を設定します。

CAL（接続デバイス数）を保存しない CAL を保存しません。

このオプションは、View LDAP エントリ cs-enablerdslicensing=false と

sendRdsLicense=false を設定します。

 

4 [OK] をクリックして変更を保存します。
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ファームの作成 4
ファームは RDS ホストのグループで、一般的なアプリケーションまたは RDS デスクトップをユーザーに提供します。

この章では次のトピックについて説明します。

n ファーム

n 自動ファームの親仮想マシンの準備

n 手動ファーム作成用ワークシート

n 自動リンククローン ファーム作成用ワークシート

n 自動インスタントクローン ファーム作成用ワークシート

n 手動ファームの作成

n 自動リンククローン ファームの作成

n 自動インスタントクローン ファームの作成

ファーム

ファームを使用すると、エンタープライズ内の RDS ホスト、RDS デスクトップ、アプリケーションを管理するタス
クが簡素化されます。手動ファームまたは自動ファームを作成して、異なるサイズ、または異なるデスクトップ要件

あるいはアプリケーション要件を持つユーザー グループを処理できます。

手動ファームは、すでに存在する RDS ホストで構成されます。RDS ホストは、物理マシンまたは仮想マシンです。
ファームを作成する場合、手動で RDS ホストを追加します。

自動ファームは、vCenter Server のインスタントクローンやリンククローン仮想マシンである RDS ホストで構成さ
れます。

接続サーバは、ファームの作成時に指定したパラメータに基づいてインスタントクローン仮想マシンを作成します。

インスタント クローンは、親仮想マシンの仮想ディスクを共有するため、フル仮想マシンよりも使用するストレージ
は少なくなります。さらに、インスタント クローンは親仮想マシンのメモリを共有し、vmFork テクノロジーを使用
して作成されます。

View Composer は、ファームの作成時に指定したパラメータに基づいてリンククローン仮想マシンを作成します。
仮想マシンに必要なストレージ容量を削減するメカニズムを使用して、1 つの親仮想マシンから複数の仮想マシンが
クローン作成され、親にリンクされます。
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アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成する場合は、ファームを 1 つだけ指定する必要があ
ります。ファーム内の RDS ホストは、RDS デスクトップ、アプリケーション、またはその両方をホストできます。
ファームでは RDS デスクトップ プールを 1 つまでしかサポートできませんが、複数のアプリケーション プールをサ
ポートできます。ファームは、両方のタイプのプールを同時にサポートできます。

ファームを使用すると、次のような利点があります。

n 負荷分散

デフォルトでは、Horizon 7 はファーム内のすべての RDS ホストの RDS デスクトップ セッションおよびアプリ
ケーション セッションの負荷を分散します。負荷分散スクリプトを作成して構成することにより、新しいアプリ
ケーション セッションの配置を制御できます。詳細については、『Horizon 7 の管理』ドキュメントの「RDS ホ
ストの負荷分散の構成」を参照してください。

n 冗長性

ファーム内の 1 つの RDS ホストがオフラインの場合、ファーム内の他の RDS ホストが引き続きユーザーにアプ
リケーションやデスクトップを提供します。

n スケーラビリティ

ファームにはさまざまな数の RDS ホストを含めることができます。さまざまなサイズのユーザー グループを処
理するために、さまざまな数の RDS ホストを持つファームを作成できます。

ファームには、次のプロパティがあります。

n 1 つの Horizon 7 ポッドに、最大 200 のファームを含めることができます。

n 1 つのファームに、最大 200 の RDS ホストを含めることができます。

n ファーム内の RDS ホストでは、サポートされている任意のバージョンの Windows Server を実行できます。
『View のインストール』の「ゲスト OS のシステム要件」を参照してください。

n 自動リンククローン ファームでは、View Composer の再構成操作はサポートされていますが、更新操作または
再調整操作はサポートされていません。自動ファームを再構成することはできますが、ファームの RDS ホスト
のサブセットを再構築することはできません。

重要   Microsoft では、ファームごとに個別にユーザーの移動プロファイルを構成することを推奨しています。プロ
ファイルをファーム間またはユーザーの物理デスクトップ間で共有することはできません。ユーザーが同じプロファ

イルをロードする 2 台のマシンに同時にログインしている場合、プロファイルの破損およびデータの損失が発生する
可能性があるためです。

自動ファームの親仮想マシンの準備

自動ファームを作成するには、まず親仮想マシンを準備する必要があります。View Composer または接続サーバ
は、この親仮想マシンを使用して、ファーム内の RDS ホストであるリンククローンまたはインスタントクローン仮
想マシンを作成します。

n RDS ホストの親仮想マシンの準備

接続サーバと View Composer の両方で、インスタント クローンまたはリンク クローンを作成するための基本
イメージを生成する親仮想マシンが必要です。
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n リンククローン RDS ホストでの Windows のアクティベーション

View Composer によってリンククローン RDS ホスト上の Windows Server オペレーティング システムの適
切なアクティベーションが行われるようにするには、親仮想マシンで Microsoft ボリューム アクティベーショ
ンを使用する必要があります。ボリューム アクティベーション テクノロジーにはボリューム ライセンス キー
が必要です。

n 親仮想マシンでの Windows のハイバネーションの無効化

Windows のハイバネーション機能によって、非表示のシステム ファイル Hiberfil.sys が作成されます。

このファイルは、ハイブリッド スリープに必要な情報を格納するために使用されます。ハイバネーションを無
効にすると、インスタント クローンの仮想ディスクまたは View Composer リンク クローンの仮想ディスクの
サイズが削減されます。

RDS ホストの親仮想マシンの準備
接続サーバと View Composer の両方で、インスタント クローンまたはリンク クローンを作成するための基本イメー
ジを生成する親仮想マシンが必要です。

開始する前に

n RDS ホストの仮想マシンが設定されていることを確認します。第 3 章「リモート デスクトップ サービス ホスト
の設定」を参照してください。RDS ホストを設定するには、以前に View 接続サーバに登録されていた仮想マシ
ンを使用しないようにしてください。

View Composer のために使用する親仮想マシンは、リンク クローン マシンが参加するドメインと同じ Active
Directory ドメインに属するか、ローカルの WORKGROUP のメンバーになる必要があります。

n 仮想マシンが View Composer リンク クローンから変換されたものではないことを確認します。リンク クロー
ンから変換された仮想マシンは、クローンの内部ディスクおよび状態の情報を持っています。親仮想マシンは状

態の情報を持つことはできません。

重要   リンク クローンおよびリンク クローンから変換された仮想マシンは、親仮想マシンとしてサポートされま
せん。

n 自動インスタントクローン ファームを作成するには、親仮想マシンに Horizon Agent をインストールするとき
に、[インスタント クローン] オプションを選択する必要があります。「リモート デスクトップ サービス ホスト
への Horizon Agent のインストール」を参照してください。

n インスタントクローン仮想マシンが接続する仮想スイッチには、予想された仮想マシン数をサポートする十分な

ポートがあることを確認してください。仮想マシンの各ネットワーク カードには 1 つのポートが必要です。

n Horizon Administrator にインスタントクローンのドメイン管理者を追加したことを確認します。

n 自動リンククローン ファームを作成するには、親仮想マシンに Horizon Agent をインストールするときに、
[View Composer Agent] オプションを選択する必要があります。
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大規模な環境で Horizon Agent を更新するには、標準的な Windows 更新メカニズム（Altiris、SMS、
LanDesk、BMC などのシステム管理ソフトウェア）を使用できます。再構成操作を使用して Horizon Agent を
更新することもできます。

注意   親の仮想マシンで VMware View Composer Guest Agent Server サービスのログイン アカウントを変更
しないでください。デフォルトでは、これはローカル システム アカウントです。このアカウントを変更すると、
この親から作成されたリンク クローンは起動しなくなります。

n Windows マシンをデプロイするには、ボリューム ライセンス キーを構成し、親仮想マシンのオペレーティング
システムをボリューム アクティベーションによってアクティベーションします。『Horizon 7 での仮想デスクトッ
プのセットアップ』の「インスタント クローンおよび View Composer リンク クローンでの Windows のアク
ティベーション」を参照してください。

n デバイス ドライバの Windows Update 検索を無効にするための手順を理解しておきます。
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc730606(v=ws.10).aspx にある Microsoft Technet の記事
「Disable Searching Windows Update for Device Drivers」を参照してください。

n RDS ホストと負荷分散機能を実装するには、『Horizon 7 の管理』ドキュメントの「RDS ホストの負荷分散の構
成」で説明されているように RDS ホストの親仮想マシンを変更します。

手順

n 親仮想マシンの DHCP リースを削除して、リースされた IP アドレスがファーム内のリンク クローンにコピーさ
れないようにします。

a 親仮想マシンで、コマンド プロンプトを開きます。

b ipconfig /release コマンドを入力します。

n システム ディスクにボリュームが 1 つだけ含まれていることを確認します。

複数のボリュームを含む親仮想マシンからリンク クローンを展開することはできません。View Composer サー
ビスは、複数のディスク パーティションをサポートしていません。複数の仮想ディスクはサポートされています。

n 仮想マシンに独立ディスクが含まれていないことを確認します。

仮想マシンのスナップショットを作成するときに、独立ディスクは除外されます。仮想マシンから作成または再

構成されたリンク クローンには、独立ディスクは含まれません。

n 親仮想マシンから作成されたリンク クローン OS ディスクのサイズを減らすには、ハイバネーション オプション
を無効にします。

n 親仮想マシンのスナップショットをとる前に、デバイス ドライバの Windows Update 検索を無効にします。

この Windows 機能は、リンク クローン マシンのカスタマイズに干渉する場合があります。各リンク クローン
がカスタマイズされると、Windows はインターネット上でそのクローンの最適なドライバを検索し、検索を繰
り返してカスタマイズが遅延する結果となります。

n vSphere Client で、親仮想マシンの [vApp オプション] 設定を無効にします。

Horizon 7 での公開されたデスクトップとアプリケーションのセットアップ

VMware, Inc.  32

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc730606(v=ws.10).aspx


n Windows Server 2008 R2 および Windows Server 2012 R2 マシンで、未使用の機能を削除することによって
ディスク領域を確保するスケジュール設定されたメンテナンス作業を無効にします。

例：Schtasks.exe /change /disable /tn

"\Microsoft\Windows\AppxDeploymentClient\Pre-staged app cleanup"

有効にしておくと、リンク クローンの作成後に、このメンテナンス作業により Sysprep カスタマイズ スクリプ
トが削除され、後続の再構成操作がカスタマイズ操作のタイムアウト エラーで失敗する可能性があります。詳細
については、Microsoft KB の記事（http://support.microsoft.com/kb/2928948）を参照してください。

n Windows Server 2012 マシンに、https://support.microsoft.com/en-us/kb/3020396 から入手可能な
Microsoft のホットフィックスを適用します。

このホットフィックスによって、Sysprep が RDS のロールが有効になっている Windows Server 2012 仮想マ
シンをカスタマイズできるようになります。このホットフィックスを適用しないと、自動ファームにデプロイさ

れる Windows Server 2012 リンククローン マシンで Sysprep カスタマイズが失敗します。

次に進む前に

vSphere Client または vSphere Web Client を使用して、パワーオフ状態の親仮想マシンのスナップショットを作
成します。このスナップショットは、親仮想マシンに関連付けられた最初のリンク クローン マシン セットのための
基本状態の構成として使用されます。

重要   スナップショットを作成する前に、ゲスト OS の [シャットダウン] コマンドを使用して、親仮想マシンを完全
にシャットダウンします。

リンククローン RDS ホストでの Windows のアクティベーション
View Composer によってリンククローン RDS ホスト上の Windows Server オペレーティング システムの適切なア
クティベーションが行われるようにするには、親仮想マシンで Microsoft ボリューム アクティベーションを使用する
必要があります。ボリューム アクティベーション テクノロジーにはボリューム ライセンス キーが必要です。

ボリューム アクティベーションによって Windows をアクティベーションするには、キー マネージメント サービス
(KMS) を使用します。これには KMS ライセンス キーが必要です。Microsoft 販売代理店に問い合わせて、ボリュー
ム ライセンス キーを取得し、ボリューム アクティベーションを構成してください。

注意   View Composer は、マルチプル アクティベーション キー（MAK）ライセンスをサポートしていません。

View Composer でリンク クローン マシンを作成する前に、ボリューム アクティベーションを使用して、親仮想マ
シンでオペレーティング システムをアクティベーションする必要があります。

リンク クローン マシンが作成されると、リンク クローンが再構成されるたびに、View Composer Agent は親仮想
マシンの KMS サーバを使用して、リンク クローンでオペレーティング システムをアクティベーションします。

KMS ライセンスの場合、View Composer は、親仮想マシンをアクティベーションするように構成された KMS サー
バを使用します。KMS サーバは、アクティベーション済みのリンク クローンを新しく発行されたライセンスを持つ
コンピュータとして扱います。
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親仮想マシンでの Windows のハイバネーションの無効化
Windows のハイバネーション機能によって、非表示のシステム ファイル Hiberfil.sys が作成されます。この

ファイルは、ハイブリッド スリープに必要な情報を格納するために使用されます。ハイバネーションを無効にする
と、インスタント クローンの仮想ディスクまたは View Composer リンク クローンの仮想ディスクのサイズが削減
されます。

注意   ハイバネーションを使用不可にすると、ハイブリッド スリープは機能しません。停電が発生した場合は、デー
タが失われる可能性があります。

手順

1 vSphere Client で、親仮想マシンを選択し、[コンソールを開く] を選択します。

2 管理者としてログインします。

3 ハイバネーション オプションを無効にします。

a [スタート] をクリックし、[検索の開始] ボックスに「cmd」と入力します。

b 検索結果のリストで、[コマンド プロンプト] を右クリックし、[管理者として実行] をクリックします。

c [ユーザー アカウント制御] プロンプトで、[続行] をクリックします。

d コマンド プロンプトで、「powercfg.exe /hibernate off」と入力し、Enter キーを押します。

e 「exit」と入力し、Enter キーを押します。

手動ファーム作成用ワークシート

手動ファームを作成するときに、[ファームを追加] ウィザードで特定の設定を構成するように求められます。

このワークシートを印刷し、[ファームを追加] ウィザードを実行するときに指定する値を記入することができます。

表 4‑1.  ワークシート：手動ファームを作成するための設定

設定 説明 値をここに記入

ID View Administrator でファームを識別する一意の名前。

説明 このファームの説明。

アクセス グループ このファーム内のすべてのプールを含めるアクセス グループ。

アクセス グループの詳細については、『Horizon 7 管理者ガイド』のロールベースの委
任管理に関する章を参照してください。

デフォルト表示プロトコル [VMware Blast]、[PCoIP]、または [RDP] を選択します。RDP はデスクトップ プール
のみに適用されます。アプリケーション プールの表示プロトコルは、必ず [VMware
Blast] または [PCoIP] になります。[RDP] を選択し、このファームを使用してアプリ
ケーション プールをホストする予定であれば、[ユーザーがプロトコルを選択できるよ
うにする] を [はい] に設定する必要があります。デフォルトは、[PCoIP]です。

ユーザーがプロトコルを選択

できるようにする

[はい] または [いいえ] を選択します。この設定は RDS デスクトップ プールにのみ適用
されます。[はい] を選択すると、ユーザーは Horizon Client から RDS デスクトップ
に接続するときに表示プロトコルを選択できます。デフォルトは [はい] です。
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表 4‑1.  ワークシート：手動ファームを作成するための設定 (続き)

設定 説明 値をここに記入

事前起動セッションのタイム

アウト (アプリケーションの
み)

事前起動が設定されたアプリケーションが開かれたままにする時間を決定します。デ

フォルトは [10 分] です。

エンドユーザーが Horizon Client の任意のアプリケーションを起動しない場合、アイ
ドル状態のセッションがタイムアウトになるか、事前起動セッションがタイムアウトに

なると、アプリケーション セッションが切断されます。

タイムアウト後に事前起動セッションを終了するには、[切断されたセッションからの
ログオフ] オプションを [直後] に設定する必要があります。

空のセッションのタイムアウ

ト（アプリケーションのみ）

空のアプリケーション セッションが開かれたままにする時間を決定します。アプリケー
ション セッションで実行されているアプリケーションがすべて閉じられた時点で、そ
のセッションは空の状態です。セッションが開かれている間、ユーザーはアプリケー

ションを速やかに開くことができます。空のアプリケーション セッションを切断また
はログオフすると、システム リソースを節約できます。タイムアウト値として、[なし]
または [直後] を選択するか、分単位で数字を設定します。デフォルトは [1 分後] です。
[直後] を選択すると、30 秒以内にセッションがログオフまたは切断します。

Horizon Agent がインストールされている RDS ホストのレジストリ キーを編集する
と、セッションのログオフまたは切断時間をさらに短縮できます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\VMware, Inc.\VMware

VDM\Plugins\wssm\applaunchmgr\Params に移動し、

WindowCheckInterval の値を設定します。デフォルト値は 20000 です。この

場合、空のセッションの確認が 20 秒ごとに行われます。最後のアプリケーション セッ
ションが終了してからセッションがログオフするまでの最大時間は 40 秒に設定されま
す。この値は 2500 に変更できます。この場合、空のセッションの確認が 2.5 秒ごとに
行われます。最後のアプリケーションが終了してからセッションがログオフするまでの

最大時間は 5 秒に設定されます。

タイムアウトの発生時 [空のセッションのタイムアウト] 制限に達した時点で空のアプリケーション セッショ
ンを切断するか、それともログオフするかを決定します。[切断] または [ログオフ] を選
択します。ログオフされたセッションはリソースを解放しますが、アプリケーションを

開くのに比較的長い時間がかかります。デフォルトは [切断] です。

切断されたセッションからの

ログオフ

切断されたセッションをログオフするタイミングを決定します。この設定は、デスク

トップ セッションとアプリケーション セッションの両方に適用されます。[なし]、[直
後]、または [...分後] を選択します。[直後] または [... 分後] の選択は慎重に行ってくだ
さい。切断されたセッションがログオフされる時点でそのセッションは失われます。デ

フォルトは [なし] です。

このファームのデスクトップ

とアプリケーションへの

HTML Access を許可

RDS デスクトップおよびアプリケーションへの HTML Access を許可するかどうかを
決定します。[有効にする] ボックスをチェックして、RDS デスクトップおよびアプリ
ケーションへの HTML Access を許可します。ファーム作成後にこの設定を編集する
と、新しいデスクトップとアプリケーションだけでなく既存のデスクトップとアプリ

ケーションにも新しい値が適用されます。

セッション共同作業を許可 このファームをベースにするデスクトップ プールのユーザーに、リモート デスクトッ
プ セッションへの他のユーザーの招待を許可するには、[有効] を選択します。セッショ
ン オーナーと共同作業者は、VMware Blast プロトコルを使用する必要があります。

注意   自動ファームとは異なり、手動ファームには [RDS サーバあたりの最大セッション数] 設定がありません。手動
ファームでは異なる RDS ホストを設定できるためです。手動ファームの RDS ホストの場合、個々の RDS ホストを
編集し、これに相当する設定である [接続数] を変更できます。
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自動リンククローン ファーム作成用ワークシート
自動リンククローン ファームを作成するときに、[ファームを追加] ウィザードで特定の設定を構成するように求めら
れます。

このワークシートを印刷し、[ファームを追加] ウィザードを実行するときに指定する値を記入することができます。

表 4‑2.  ワークシート：自動リンククローン ファームを作成するための構成

設定 説明 値をここに記入

ID Horizon Administrator でファームを識別する一意の名前。

説明 このファームの説明。

アクセス グループ このファーム内のすべてのプールを含めるアクセス グループ。

アクセス グループの詳細については、『Horizon 7 の管理』のロールベースの委任管理
に関する章を参照してください。

デフォルト表示プロトコル [VMware Blast]、[PCoIP]、または [RDP] を選択します。RDP はデスクトップ プール
のみに適用されます。アプリケーション プールの表示プロトコルは、必ず [VMware
Blast] または [PCoIP] になります。[RDP] を選択し、このファームを使用してアプリ
ケーション プールをホストする予定であれば、[ユーザーがプロトコルを選択できるよ
うにする] を [はい] に設定する必要があります。デフォルトは、[PCoIP]です。

ユーザーがプロトコルを選択

できるようにする

[はい] または [いいえ] を選択します。この設定は RDS デスクトップ プールにのみ適用
されます。[はい] を選択すると、ユーザーは Horizon Client から RDS デスクトップ
に接続するときに表示プロトコルを選択できます。デフォルトは [はい] です。

事前起動セッションのタイム

アウト (アプリケーションの
み)

事前起動が設定されたアプリケーションが開かれたままにする時間を決定します。デ

フォルトは [10 分] です。

エンドユーザーが Horizon Client の任意のアプリケーションを起動しない場合、アイ
ドル状態のセッションがタイムアウトになるか、事前起動セッションがタイムアウトに

なると、アプリケーション セッションが切断されます。

タイムアウト後に事前起動セッションを終了するには、[切断されたセッションからの
ログオフ] オプションを [直後] に設定する必要があります。

空のセッションのタイムアウ

ト（アプリケーションのみ）

空のアプリケーション セッションが開かれたままにする時間を決定します。アプリケー
ション セッションで実行されているアプリケーションがすべて閉じられた時点で、そ
のセッションは空の状態です。セッションが開かれている間、ユーザーはアプリケー

ションを速やかに開くことができます。空のアプリケーション セッションを切断また
はログオフすると、システム リソースを節約できます。タイムアウト値として、[なし]
または [直後] を選択するか、分単位で数字を設定します。デフォルトは [1 分後] です。
[直後] を選択すると、30 秒以内にセッションがログオフまたは切断します。

Horizon Agent がインストールされている RDS ホストのレジストリ キーを編集する
と、セッションのログオフまたは切断時間をさらに短縮できます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\VMware, Inc.\VMware

VDM\Plugins\wssm\applaunchmgr\Params に移動し、

WindowCheckInterval の値を設定します。デフォルト値は 20000 です。この

場合、空のセッションの確認が 20 秒ごとに行われます。最後のアプリケーション セッ
ションが終了してからセッションがログオフするまでの最大時間は 40 秒に設定されま
す。この値は 2500 に変更できます。この場合、空のセッションの確認が 2.5 秒ごとに
行われます。最後のアプリケーションが終了してからセッションがログオフするまでの

最大時間は 5 秒に設定されます。
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表 4‑2.  ワークシート：自動リンククローン ファームを作成するための構成 (続き)

設定 説明 値をここに記入

タイムアウトの発生時 [空のセッションのタイムアウト] 制限に達した時点で空のアプリケーション セッショ
ンを切断するか、それともログオフするかを決定します。[切断] または [ログオフ] を選
択します。ログオフされたセッションはリソースを解放しますが、アプリケーションを

開くのに比較的長い時間がかかります。デフォルトは [切断] です。

切断されたセッションからの

ログオフ

切断されたセッションをログオフするタイミングを決定します。この設定は、デスク

トップ セッションとアプリケーション セッションの両方に適用されます。[なし]、[直
後]、または [...分後] を選択します。[直後] または [... 分後] の選択は慎重に行ってくだ
さい。切断されたセッションがログオフされる時点でそのセッションは失われます。デ

フォルトは [なし] です。

このファームのデスクトップ

とアプリケーションへの

HTML Access を許可

RDS デスクトップおよびアプリケーションへの HTML Access を許可するかどうかを
決定します。[有効にする] ボックスをチェックして、RDS デスクトップおよびアプリ
ケーションへの HTML Access を許可します。ファーム作成後にこの設定を編集する
と、新しいデスクトップとアプリケーションだけでなく既存のデスクトップとアプリ

ケーションにも新しい値が適用されます。

セッション共同作業を許可 このファームをベースにするデスクトップ プールのユーザーに、リモート デスクトッ
プ セッションへの他のユーザーの招待を許可するには、[有効] を選択します。セッショ
ン オーナーとセッション共同作業者は、VMware Blast プロトコルを使用する必要が
あります。

RDS サーバあたりの最大
セッション数

RDS ホストでサポートできる最大セッション数を指定します。[無制限] または [次の値
以下... ] を選択します。デフォルトは [無制限] です。

プロビジョニングを有効に

する

このウィザードの完了後にプロビジョニングを有効にするには、このチェックボックス

を選択します。デフォルトでは、このボックスは選択されています。

エラーによりプロビジョニン

グを停止

プロビジョニング エラーが発生した場合にプロビジョニングを停止するには、この
チェックボックスを選択します。デフォルトでは、このボックスは選択されています。

名前付けパターン プリフィックスまたは名前の形式を指定します。Horizon 7 により、1 から始まる自動
生成番号が追加または挿入され、マシン名が形成されます。末尾に番号を追加する場合

は、プリフィックスを選択するだけです。それ以外の場合、文字列の任意の場所で [{n}]
を指定すると、[{n}] が番号に置き換わります。また、[{n:fixed=<number of digits>}]
を指定することもできます。[fixed=<number of digits>] はその番号に使用される桁
数を示します。たとえば、[vm-{n:fixed=3}-sales] を指定すると、マシン名は vm-001-
sales、vm-002-sales などのようになります。

注意   各マシン名（自動生成番号を含む）には、15 文字の制限があります。

マシンの最大数 プロビジョニングするマシンの数。

View Composer のメンテ
ナンス操作中における（プロ

ビジョニング済み）動作可能

マシンの最小数

この設定により、View Composer がファームの仮想マシンを再構成している間、接
続要求を受け入れることができる仮想マシンの数を指定の数に維持できます。

vSphere Virtual SAN を使
用する

可能な場合、VMware Virtual SAN を使用するかどうかを指定します。Virtual SAN
はソフトウェア定義のストレージ階層で、ESXi ホストのクラスタで使用可能なローカ
ル物理ストレージ ディスクを仮想化します。詳細については、『Horizon 7 での仮想デ
スクトップのセットアップ』の「高パフォーマンス ストレージとポリシー ベース管理
のための Virtual SAN の使用」を参照してください。

レプリカおよび OS ディスク
用に別のデータストアを選択

します

（Virtual SAN を使用しない場合にのみ使用可能）パフォーマンスなどの理由により、
レプリカおよび OS ディスクを別のデータストアに配置できます。
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表 4‑2.  ワークシート：自動リンククローン ファームを作成するための構成 (続き)

設定 説明 値をここに記入

親仮想マシン リストから親仮想マシンを選択します。リストには、View Composer Agent がイン
ストールされていない仮想マシンが含まれています。View Composer Agent は必要
なので、これらのマシンを選択しないでください。仮想マシンに View Composer
Agent がインストールされているかどうかがわかる命名規則を使用することをお勧め
します。

スナップショット ファームの基本イメージとして使用する親仮想マシンのスナップショットを選択します。

vCenter Server からスナップショットと親仮想マシンを削除しないようにしてくださ
い。ただし、ファーム内のリンク クローンがデフォルト イメージを使用せず、このデ
フォルト イメージから今後リンク クローンを作成することがない場合は削除しても構
いません。システムでは、ファーム ポリシーに従ってファーム内に新しいリンク クロー
ンをプロビジョニングするために、親仮想マシンおよびスナップショットが必要です。

親仮想マシンとスナップショットは、View Composer の保守作業にも必要です。

仮想マシンのフォルダの場所 ファームが配置される vCenter Server 内のフォルダを選択します。

クラスタ デスクトップ仮想マシンが実行される ESXi ホストまたはクラスタを選択します。

Virtual SAN データストア（vSphere 5.5 Update 1 の機能）では、最大 20 個までの
ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。Virtual Volumes データストア（vSphere
6.0 の機能）では、最大 32 台までの ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。

vSphere 5.1 以降では、レプリカが VMFS5 以降のデータストアまたは NFS データス
トアに保存されている場合、最大で 32 台の ESXi ホストでクラスタを選択できます。
VMFS5 より前の VMFS バージョンにレプリカを保存する場合、クラスタは最大で 8
ホストを持つことができます。

vSphere 5.0 では、レプリカが NFS データストアに保存されている場合、8 を超える
ESXi ホストでクラスタを選択できます。レプリカを VMFS データストアに保存する場
合、クラスタは最大で 8 つのホストを持つことができます。

リソース プール ファームが配置される vCenter Server リソース プールを選択します。

データストア ファームを格納するデータストアを 1 つ以上選択します。

[ファームを追加] ウィザードの [リンク クローンのデータストアを選択] ページにある
表は、ファームのストレージ要件を見積もるための大まかなガイドラインを提供しま

す。これらのガイドラインは、リンク クローン ディスクを格納するための十分な大き
さがあるデータストアを特定するのに役立ちます。詳細については、『Horizon 7 での
仮想デスクトップのセットアップ』の「インスタントクローンおよびリンククローン デ
スクトップ プールのストレージ サイズ設定」を参照してください。

個別の ESXi ホストまたは ESXi クラスタに、共有またはローカル データストアを使用
できます。ESXi クラスタでローカル データストアを使用する場合は、デスクトップの
展開で課せられる vSphere インフラストラクチャの制約を考慮する必要があります。
詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』の「ローカル
データストアへのリンク クローンの保存」を参照してください。

注意   Virtual SAN を使用する場合、データストアを 1 つのみ選択します。
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表 4‑2.  ワークシート：自動リンククローン ファームを作成するための構成 (続き)

設定 説明 値をここに記入

ストレージ オーバーコミット 各データストアでリンククローンを作成する際のストレージ オーバーコミット レベル
を決定します。

レベルを高くすると、データストアに割り当てられるリンク クローンの数が増加し、
個々のクローンの増大に予約される領域は小さくなります。ストレージ オーバーコミッ
トのレベルを高くすると、データストアの物理ストレージ上限を超える合計論理サイズ

を持つリンク クローンを作成できます。詳細については、『Horizon 7 での仮想デスク
トップのセットアップ』の「View Composer リンク クローン仮想マシンのストレー
ジ オーバーコミット」を参照してください。

注意   Virtual SAN を使用する場合、この設定は効果がありません。

ネイティブ NFS スナップ
ショット（VAAI）を使用

（Virtual SAN を使用しない場合にのみ使用可能）vStorage APIs for Array Integration
(VAAI) をサポートする NAS デバイスが展開内に含まれている場合、ネイティブ スナッ
プショット テクノロジーを使用して仮想マシンのクローンを作成できます。

この機能を使用できるのは、VAAI を介したネイティブ クローン作成操作サポートする
NAS デバイスに存在するデータストアを選択した場合だけです。

レプリカと OS ディスクを別々のデータストアに格納している場合、この機能は使用で
きません。領域効率の高いディスクのある仮想マシンでは、この機能は使用できません。

この機能は vSphere 5.0 以降でサポートされています。

詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』の「View
Composer リンク クローン用の VAAI ストレージの使用」を参照してください。

VM ディスク スペースを再
利用

（Virtual SAN または Virtual Volumes を使用しない場合にのみ使用可能）ESXi ホス
トがスペース効率的なディスク形式でフォーマットされたリンク クローンの未使用ディ
スク領域を再利用できるようにするかどうかを決定します。領域再利用機能により、リ

ンククローン デスクトップに必要なストレージ容量が削減されます。

この機能は vSphere 5.1 以降でサポートされています。リンク クローン仮想マシン
は、仮想ハードウェア バージョン 9 以降である必要があります。

詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』の「リンク ク
ローン仮想マシンのディスク領域を再利用する」を参照してください。

仮想マシンの未使用領域が次

の値を超えると再利用が開始

されます。

（Virtual SAN または Virtual Volumes を使用しない場合にのみ使用可能）領域再利用
のトリガとなる、リンククローン OS ディスク上に蓄積する必要がある未使用ディスク
領域の最小量 (GB) を入力します。未使用ディスク領域がこのしきい値を超過すると、
View は ESXi ホストに OS ディスク上の領域を再利用するように指示する操作を開始
します。

この値は仮想マシンごとに計測されます。未使用ディスク領域が個々の仮想マシンで指

定したしきい値を超過すると、View はそのマシンで領域再利用プロセスを開始します。

例：2 GB。

デフォルト値は 1 GB です。

停電期間 仮想マシン ディスク領域の再利用が行われない日時を構成します。

必要に応じて ESXi のリソースがフォアグラウンド タスク専用になるように、ESXi ホ
ストでこれらの操作を実行しない日時を指定できます。

詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』の「View
Composer リンク クローン用の Storage Accelerator と領域再利用の停電期間の設
定」を参照してください。
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表 4‑2.  ワークシート：自動リンククローン ファームを作成するための構成 (続き)

設定 説明 値をここに記入

透過的ページ共有の範囲 透過的なページ共有 (TPS) を実行できるレベルを選択します。[仮想マシン]（デフォル
ト）、[ファーム]、[ポッド]、または [グローバル] から選択します。ファーム、ポッド、
またはグローバルですべてのマシンに対して TPS をオンにすると、ESXi ホストは、マ
シンが同じゲスト OS またはアプリケーションを使用した結果生じるメモリ ページの
余分なコピーを取り除きます。

ページ共有は ESXi ホストで発生します。たとえば、ファーム レベルで TPS を有効に
するが、ファームが複数の ESXi ホストにまたがっている場合、同じホスト上、または
同じファーム内の仮想マシンのみがページを共有します。グローバル レベルでは、同
じ ESXi ホスト上で View によって管理されているすべてのマシンは、マシンが置かれ
ているファームに関係なく、メモリ ページを共有できます。

注意   TPS はセキュリティ上のリスクを招く可能性があるため、デフォルト設定ではマ
シン間でのメモリ ページの共有が行われません。調査では、非常に限定された構成シ
ナリオにおいて、TPS を悪用してデータへの不許可のアクセスを取得できる可能性があ
ることが示されています。

ドメイン Active Directory ドメインおよびユーザー名を選択します。

View Composer には、ファームに対する特定のユーザー権限が必要です。ドメイン
およびユーザー アカウントは、リンククローン マシンをカスタマイズするために
Sysprep によって使用されます。

このユーザーは、vCenter Server のための View Composer 設定を構成するときに
指定します。View Composer 設定を構成する場合は、複数のドメインとユーザーを
指定できます。[ファームを追加] ウィザードを使用してファームを作成する場合、リス
トから 1 つのドメインとユーザーを選択する必要があります。

View Composer の構成については、『Horizon 7 管理』のマニュアルを参照してくだ
さい。

AD コンテナ Active Directory コンテナの相対識別名を指定します。

例：CN=Computers

[ファームを追加] ウィザードを実行するとき、Active Directory ツリー内のコンテナ
を参照できます。

既存のコンピュータ アカウ
ントの再利用を許可

View Composer によってプロビジョニングされたリンク クローンで、Active
Directory 内の既存のコンピュータ アカウントを使用するには、この設定を選択しま
す。この設定により、Active Directory で作成されたコンピュータ アカウントを管理
できます。

リンク クローンがプロビジョニングされたときに、既存の AD コンピュータ アカウン
ト名がリンク クローン マシン名と一致すれば、View Composer は既存のコンピュー
タ アカウントを使用します。一致しない場合は、新しいコンピュータ アカウントが作
成されます。

既存のコンピュータ アカウントが、[Active Directory コンテナ] 設定で指定する Active
Directory コンテナに配置されている必要があります。

この設定が無効になっていると、View Composer がリンク クローンをプロビジョニ
ングするときに、新しい AD コンピュータ アカウントが作成されます。デフォルトで
は、この設定は無効になっています。

詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』の「リンク ク
ローンに既存の Active Directory コンピュータ アカウントを使用する」を参照してく
ださい。

カスタマイズ仕様

（Sysprep）を使用
仮想マシンをカスタマイズするための Sysprep カスタマイズ仕様を指定します。
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自動インスタントクローン ファーム作成用ワークシート
自動インスタントクローン ファームを作成するときに、[ファームを追加] ウィザードで特定の設定を構成するように
求められます。

このワークシートを印刷し、[ファームを追加] ウィザードを実行するときに指定する値を記入することができます。

表 4‑3.  ワークシート：自動インスタントクローン ファームを作成するための設定

設定 説明 値をここに記入

ID Horizon Administrator でファームを識別する一意の名前。

説明 このファームの説明。

アクセス グループ ファームに対するアクセス グループを選択するか、ファームをデフォルトのルート ア
クセス グループに残します。

アクセス グループの詳細については、『Horizon 7 の管理』のロールベースの委任管理
に関する章を参照してください。

デフォルト表示プロトコル [VMware Blast]、[PCoIP]、または [RDP] を選択します。RDP はデスクトップ プール
のみに適用されます。アプリケーション プールの表示プロトコルは、必ず [VMware
Blast] または [PCoIP] になります。[RDP] を選択し、このファームを使用してアプリ
ケーション プールをホストする予定であれば、[ユーザーがプロトコルを選択できるよ
うにする] を [はい] に設定する必要があります。デフォルトは、[PCoIP]です。

ユーザーがプロトコルを選択

できるようにする

[はい] または [いいえ] を選択します。この設定は RDS デスクトップ プールにのみ適用
されます。[はい] を選択すると、ユーザーは Horizon Client から RDS デスクトップ
に接続するときに表示プロトコルを選択できます。デフォルトは [はい] です。
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表 4‑3.  ワークシート：自動インスタントクローン ファームを作成するための設定 (続き)

設定 説明 値をここに記入

3D レンダラー デスクトップに 3D グラフィックス レンダリングを選択します。

3D レンダリングは、仮想ハードウェア バージョン 11 以降の仮想マシンを実行する
Windows 2008、Windows 2012、Windows 2016 のゲストでサポートされていま
す。ハードウェアベースのレンダリングは、vSphere 6.0 U1 以降の環境の仮想ハード
ウェア バージョン 11 以降でサポートされています。ソフトウェア レンダリングは、
vSphere 6.0 U1 以降の環境の仮想ハードウェア バージョン 11 以降でサポートされて
います。

ESXi 5.0 ホストの場合、レンダリングに最大 128MB の VRAM を使用できます。ESXi
5.1 以降のホストの場合、VRAM の最大サイズは 512MB です。vSphere 6.0 のハー
ドウェア バージョン 11 (HWv11) の仮想マシンでは、VRAM 値（ビデオ メモリ）が
変更されています。vSphere Web Client で [vSphere Client を使用して管理] オプ
ションを選択して、これらのマシンのビデオ メモリを設定します。詳細については、
『vSphere 仮想マシン管理』ガイドの「3D グラフィックの構成」を参照してください。

デフォルトの表示プロトコルに Microsoft RDP を選択し、ユーザーに表示プロトコル
の選択を許可しない場合、3D レンダリングは無効になります。

n [NVIDIA GRID vGPU]：NVIDIA GRID vGPU の 3D レンダリングが有効になりま
す。ESXi ホストは仮想マシンがパワーオンされる順番に従って GPU ハードウェ
ア リソースを予約します。『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』ド
キュメントの「NVIDIA GRID vGPU 機能の準備」を参照してください。このオプ
ションを選択すると、vSphere Distributed Resource Scheduler (DRS) は使用
できません。

インスタント クローン デスクトップ プールに NVIDIA GRID vGPU を使用する場
合には、プロトコルとして VMware Blast を選択し、ユーザーに独自の表示プロ
トコルを選択させないことを推奨します。

n [vSphere Client を使用して管理]。vSphere Web Client（または vSphere 5.1
以降の vSphere Client）で設定する仮想マシン用の 3D レンダラー オプションに
よって、使用される 3D グラフィックス レンダリングのタイプが決まります。
Horizon 7 は 3D レンダリングを制御しません。vSphere Web Client で、[自
動]、[ソフトウェア]、または [ハードウェア] のオプションを構成できます。これ
らのオプションは、Horizon Administrator で設定した場合と同じ効果を持ちま
す。vDGA および vDGA を使用する AMD Multiuser GPU を構成する場合、こ
の設定を使用します。この設定は、vSGA のオプションでもあります。[vSphere
Client を使用して管理] オプションを選択すると、[3D ゲストの VRAM を構成]、
[モニターの最大数]、[特定のモニターの最大解像度] の設定が Horizon
Administrator で非アクティブになります。vSphere Web Client でメモリ量を
構成できます。

n [無効化]：3D レンダリングが非アクティブです。デフォルトでは無効になってい
ます。

事前起動セッションのタイム

アウト (アプリケーションの
み)

事前起動が設定されたアプリケーションが開かれたままにする時間を決定します。デ

フォルトは [10 分] です。

エンドユーザーが Horizon Client の任意のアプリケーションを起動しない場合、アイ
ドル状態のセッションがタイムアウトになるか、事前起動セッションがタイムアウトに

なると、アプリケーション セッションが切断されます。

タイムアウト後に事前起動セッションを終了するには、[切断されたセッションからの
ログオフ] オプションを [直後] に設定する必要があります。
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表 4‑3.  ワークシート：自動インスタントクローン ファームを作成するための設定 (続き)

設定 説明 値をここに記入

空のセッションのタイムアウ

ト（アプリケーションのみ）

空のアプリケーション セッションが開かれたままにする時間を決定します。アプリケー
ション セッションで実行されているアプリケーションがすべて閉じられた時点で、そ
のセッションは空の状態です。セッションが開かれている間、ユーザーはアプリケー

ションを速やかに開くことができます。空のアプリケーション セッションを切断また
はログオフすると、システム リソースを節約できます。タイムアウト値として、[なし]
または [直後] を選択するか、分単位で数字を設定します。デフォルトは [1 分後] です。
[直後] を選択すると、30 秒以内にセッションがログオフまたは切断します。

Horizon Agent がインストールされている RDS ホストのレジストリ キーを編集する
と、セッションのログオフまたは切断時間をさらに短縮できます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\VMware, Inc.\VMware

VDM\Plugins\wssm\applaunchmgr\Params に移動し、

WindowCheckInterval の値を設定します。デフォルト値は 20000 です。この

場合、空のセッションの確認が 20 秒ごとに行われます。最後のアプリケーション セッ
ションが終了してからセッションがログオフするまでの最大時間は 40 秒に設定されま
す。この値は 2500 に変更できます。この場合、空のセッションの確認が 2.5 秒ごとに
行われます。最後のアプリケーションが終了してからセッションがログオフするまでの

最大時間は 5 秒に設定されます。

タイムアウトの発生時 [空のセッションのタイムアウト] 制限に達した時点で空のアプリケーション セッショ
ンを切断するか、それともログオフするかを決定します。[切断] または [ログオフ] を選
択します。ログオフされたセッションはリソースを解放しますが、アプリケーションを

開くのに比較的長い時間がかかります。デフォルトは [切断] です。

切断されたセッションからの

ログオフ

切断されたセッションをログオフするタイミングを決定します。この設定は、デスク

トップ セッションとアプリケーション セッションの両方に適用されます。[なし]、[直
後]、または [...分後] を選択します。[直後] または [... 分後] の選択は慎重に行ってくだ
さい。切断されたセッションがログオフされる時点でそのセッションは失われます。デ

フォルトは [なし] です。

このファームのデスクトップ

とアプリケーションへの

HTML Access を許可

公開デスクトップおよびアプリケーションへの HTML Access を許可するかどうかを
決定します。[有効] ボックスをチェックして、公開デスクトップおよびアプリケーショ
ンへの HTML Access を許可します。ファーム作成後にこの設定を編集すると、新し
いデスクトップとアプリケーションだけでなく既存のデスクトップとアプリケーション

にも新しい値が適用されます。

セッション共同作業を許可 このファームをベースにするデスクトップ プールのユーザーに、リモート デスクトッ
プ セッションへの他のユーザーの招待を許可するには、[有効] を選択します。セッショ
ン オーナーとセッション共同作業者は、VMware Blast 表示プロトコルを使用する必
要があります。

RDS サーバあたりの最大
セッション数

RDS ホストでサポートできる最大セッション数を指定します。[無制限] または [次の値
以下... ] を選択します。デフォルトは [無制限] です。

プロビジョニングを有効に

する

このウィザードの完了後にプロビジョニングを有効にするには、このチェックボックス

を選択します。デフォルトでは、このボックスは選択されています。

エラーによりプロビジョニン

グを停止

プロビジョニング エラーが発生した場合にプロビジョニングを停止するには、この
チェックボックスを選択します。デフォルトでは、このボックスは選択されています。
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表 4‑3.  ワークシート：自動インスタントクローン ファームを作成するための設定 (続き)

設定 説明 値をここに記入

名前付けパターン プリフィックスまたは名前の形式を指定します。Horizon 7 により、1 から始まる自動
生成番号が追加または挿入され、マシン名が形成されます。末尾に番号を追加する場合

は、プリフィックスを選択するだけです。それ以外の場合、文字列の任意の場所で [{n}]
を指定すると、[{n}] が番号に置き換わります。また、[{n:fixed=<number of digits>}]
を指定することもできます。[fixed=<number of digits>] はその番号に使用される桁
数を示します。たとえば、[vm-{n:fixed=3}-sales] を指定すると、マシン名は vm-001-
sales、vm-002-sales などのようになります。

注意   各マシン名（自動生成番号を含む）には、15 文字の制限があります。

マシンの最大数 プロビジョニングするマシンの数。

インスタント クローンのメ
ンテナンス操作中における

（プロビジョニング済み）動

作可能マシンの最小数

この設定により、接続サーバがファームの仮想マシンのメンテナンス操作を行っている

間、接続要求を受け入れることができる仮想マシンの数を指定の数に維持できます。こ

の設定は、即時メンテナンスをスケジュールする場合には適用されません。

vSphere Virtual SAN を使
用する

可能な場合、VMware Virtual SAN を使用するかどうかを指定します。Virtual SAN
はソフトウェア定義のストレージ階層で、ESXi ホストのクラスタで使用可能なローカ
ル物理ストレージ ディスクを仮想化します。詳細については、『Horizon 7 での仮想デ
スクトップのセットアップ』の「高パフォーマンス ストレージとポリシー ベース管理
のための Virtual SAN の使用」を参照してください。

レプリカおよび OS ディスク
用に別のデータストアを選択

します

（Virtual SAN を使用しない場合にのみ使用可能）パフォーマンスなどの理由により、
レプリカおよび OS ディスクを別のデータストアに配置できます。

このオプションを選択すると、1 つ以上のインスタントクローン データストアまたはレ
プリカ ディスク データストアを選択するオプションを選択できます。

親仮想マシン リストから親仮想マシンを選択します。リストには、View Composer Agent がイン
ストールされていない仮想マシンが含まれています。View Composer Agent は必要
なので、これらのマシンを選択しないでください。仮想マシンに View Composer
Agent がインストールされているかどうかがわかる命名規則を使用することをお勧め
します。

スナップショット ファームの基本イメージとして使用する親仮想マシンのスナップショットを選択します。

vCenter Server からスナップショットと親仮想マシンを削除しないようにしてくださ
い。ただし、ファーム内のインスタント クローンがデフォルト イメージを使用せず、
このデフォルト イメージから今後インスタント クローンを作成することがない場合は
削除しても構いません。システムでは、ファーム ポリシーに従ってファーム内に新し
いインスタント クローンをプロビジョニングするために、親仮想マシンおよびスナッ
プショットが必要です。親仮想マシンとスナップショットは、接続サーバのメンテナン

ス操作も必要です。

仮想マシンのフォルダの場所 ファームが配置される vCenter Server 内のフォルダを選択します。
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表 4‑3.  ワークシート：自動インスタントクローン ファームを作成するための設定 (続き)

設定 説明 値をここに記入

クラスタ デスクトップ仮想マシンが実行される ESXi ホストまたはクラスタを選択します。

Virtual SAN データストア（vSphere 5.5 Update 1 の機能）では、最大 20 個までの
ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。Virtual Volumes データストア（vSphere
6.0 の機能）では、最大 32 台までの ESXi ホストを持つクラスタを選択できます。

vSphere 5.1 以降では、レプリカが VMFS5 以降のデータストアまたは NFS データス
トアに保存されている場合、最大で 32 台の ESXi ホストでクラスタを選択できます。
VMFS5 より前の VMFS バージョンにレプリカを保存する場合、クラスタは最大で 8
ホストを持つことができます。

vSphere 5.0 では、レプリカが NFS データストアに保存されている場合、8 を超える
ESXi ホストでクラスタを選択できます。レプリカを VMFS データストアに保存する場
合、クラスタは最大で 8 つのホストを持つことができます。

リソース プール ファームが配置される vCenter Server リソース プールを選択します。

データストア ファームを格納するデータストアを 1 つ以上選択します。

[ファームを追加] ウィザードの [インスタント クローンのデータストアを選択] ページ
にある表は、ファームのストレージ要件を見積もるための大まかなガイドラインを提供

します。これらのガイドラインは、インスタントクローンを格納するための十分な大き

さがあるデータストアを特定するのに役立ちます。[ストレージ オーバーコミット] の
値は常時 [境界なし] に設定され、構成できません。詳細については、『Horizon 7 での
仮想デスクトップのセットアップ』の「インスタントクローンおよびリンククローン デ
スクトップ プールのストレージ サイズ設定」を参照してください。

注意   Virtual SAN を使用する場合、データストアを 1 つのみ選択します。

レプリカ ディスク データス
トア

インスタントクローンを格納するレプリカ ディスク データストアを 1 つ以上選択しま
す。このオプションは、レプリカとオペレーティング システム ディスクで別々のデー
タストアを選択する場合に表示されます。

[ファームを追加] ウィザードの [レプリカ ディスクのデータストアを選択します] ペー
ジにある表は、ファームのストレージ要件を見積もるための大まかなガイドラインを提

供します。これらのガイドラインは、インスタントクローンを格納するための十分な大

きさがあるレプリカ ディスク データストアを特定するのに役立ちます。

ネットワーク 自動インスタントクローン ファームに使用するネットワークを選択します。複数の
vLAN ネットワークを選択して、大規模なインスタントクローン デスクトップ プール
を作成できます。デフォルト設定では、現在の親仮想マシンのイメージのネットワーク

が使用されます。

[ネットワークの選択] ウィザードの表には、使用可能なネットワーク、ポート、および
ポート バインドが表示されます。複数のネットワークを使用するには、[現在の親仮想
マシン イメージのネットワークを使用します] の選択を解除し、インスタントクローン
ファームで使用するネットワークを選択する必要があります。

ドメイン Active Directory ドメインおよびユーザー名を選択します。

接続サーバには、ファームに対する特定のユーザー権限が必要です。ドメインおよび

ユーザー アカウントは、インスタントクローン マシンをカスタマイズするために
ClonePrep によって使用されます。

このユーザーは、vCenter Server のための接続サーバ設定を構成するときに指定しま
す。接続サーバ設定を構成する場合は、複数のドメインとユーザーを指定できます。

[ファームを追加] ウィザードを使用してファームを作成する場合、リストから 1 つのド
メインとユーザーを選択する必要があります。

接続サーバの構成については、『Horizon 7 の管理』を参照してください。
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表 4‑3.  ワークシート：自動インスタントクローン ファームを作成するための設定 (続き)

設定 説明 値をここに記入

AD コンテナ Active Directory コンテナの相対識別名を指定します。

例：CN=Computers

[ファームを追加] ウィザードを実行するとき、Active Directory ツリー内のコンテナ
を参照できます。コンテナ名は、カット、コピー、またはペーストできます。

既存のコンピュータ アカウ
ントの再利用を許可

このオプションは、新しいインスタント クローンの仮想マシン名が既存のコンピュー
タ アカウント名に一致するときに、Active Directory にある既存のコンピュータ アカ
ウントを使用する場合に選択します。

インスタント クローンの作成時に、既存の Active Directory コンピュータ アカウント
名がインスタント クローン仮想マシン名に一致すると、Horizon 7 は既存のコンピュー
タ アカウントを使用します。一致しない場合は、新しいコンピュータ アカウントが作
成されます。

既存のコンピュータ アカウントが、Active Directory コンテナの設定で指定する Active
Directory コンテナに配置されている必要があります。

このオプションを無効にした場合、Horizon 7 がインスタント クローンを作成すると
きに、新しい Active Directory コンピュータ アカウントが作成されます。このオプ
ションは、デフォルトで無効になっています。

ClonePrep を使用 仮想マシンをカスタマイズするための ClonePrep カスタマイズ仕様を指定します。

n [パワーオフ スクリプト名]。インスタントクローン マシンがパワーオフになる前
に ClonePrep が実行するカスタマイズ スクリプトの名前。親仮想マシン上のスク
リプトのパスを指定します。

n [パワーオフ スクリプト パラメータ]。インスタントクローン マシンをパワーオフ
する前に、ClonePrep がこれらのマシンでカスタマイズ スクリプトを実行するた
めに使用できるパラメータを提供します。たとえば、p1 を使用します。

n [同期後スクリプト名]。インスタントクローン マシンが作成された後、またはイ
メージがこれらのマシンにプッシュされた後に、インスタントクローン マシンで
ClonePrep が実行するカスタマイズ スクリプトの名前。親仮想マシン上のスクリ
プトのパスを指定します。

n [同期後スクリプト パラメータ]。インスタントクローン マシンが作成された後、
またはイメージがこれらのマシンにプッシュされた後に、インスタントクローン マ
シンで ClonePrep が実行するスクリプトのパラメータを提供します。たとえば、
p2 を使用します。

ClonePrep によるカスタマイズ スクリプトの実行方法の詳細については、『Horizon
7 での仮想デスクトップのセットアップ』にある「ClonePrep でのゲストのカスタマ
イズ」を参照してください。

設定内容の確認 自動インスタントクローン ファームの設定を確認します。

手動ファームの作成

アプリケーションまたは RDS デスクトップにユーザーがアクセスできるようにするプロセスの一部として、手動
ファームを作成します。

開始する前に

n ファームに属する RDS ホストを設定します。第 3 章「リモート デスクトップ サービス ホストの設定」を参照し
てください。
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n すべての RDS ホストが使用可能ステータスであることを確認します。View Administrator で、[View 構成] -
[登録済みのマシン] を選択し、[RDS ホスト] タブの各 RDS ホストのステータスを確認します。

n ファームを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。「手動ファーム作成用ワークシート」を参

照してください。

手順

1 View Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックします。

2 [追加] をクリックしてワークシートで収集した構成情報を入力します。

3 [手動ファーム] を選択します。

4 ウィザードの指示に従って、ファームを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

5 ファームに追加する RDS ホストを選択して、[次へ] をクリックします。

6 [終了] をクリックします。

View Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックすることでファームを表示できるようになりました。

次に進む前に

アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成します。第 6 章「アプリケーション プールの作成」
または第 5 章「RDS デスクトップ プールの作成」を参照してください。

自動リンククローン ファームの作成
アプリケーションまたは RDS デスクトップにユーザーがアクセスできるようにするプロセスの一部として、自動リ
ンククローン ファームを作成します。

開始する前に

n View Composer サービスがインストールされていることを確認します。『Horizon 7 のインストール』ドキュ
メントを参照してください。

n vCenter Server の View Composer 設定が Horizon Administrator で構成されていることを確認します。
『Horizon 7 の管理』ドキュメントを参照してください。

n リモート デスクトップとして使用している仮想マシンに対して使用されている ESXi 仮想スイッチに十分な数の
ポートがあることを確認します。大規模なデスクトップ プールを作成する場合、デフォルト値では不十分なこと
があります。ESXi ホスト上の仮想スイッチ ポートの数は、仮想マシンの数に、仮想マシンあたりの仮想 NIC の
数をかけた数以上である必要があります。

n 親仮想マシンを準備したことを確認します。Horizon Agent と View Composer Agent の両方が親仮想マシン
にインストールされている必要があります。「自動ファームの親仮想マシンの準備」を参照してください。
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n vCenter Server で親仮想マシンのスナップショットを作成します。スナップショットを作成する前に親仮想マシ
ンをシャットダウンする必要があります。View Composer は、クローンを作成するための基本イメージとして
スナップショットを使用します。

注意   仮想マシン テンプレートからリンククローン プールを作成することはできません。

n ファームを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。「自動リンククローン ファーム作成用ワー
クシート」を参照してください。

手順

1 Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックします。

2 [追加] をクリックしてワークシートで収集した構成情報を入力します。

3 [自動ファーム] を選択して、[次へ] を選択します。

4 [View Composer のリンク クローン] を選択して、[次へ] をクリックします。

5 ウィザードの指示に従って、ファームを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックすることでファームを表示できるようになりました。

次に進む前に

アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成します。第 6 章「アプリケーション プールの作成」
または第 5 章「RDS デスクトップ プールの作成」を参照してください。

自動インスタントクローン ファームの作成
アプリケーションまたは RDS デスクトップにユーザーがアクセスできるようにするプロセスの一部として、自動イ
ンスタントクローン ファームを作成します。

開始する前に

n 接続 サーバがインストールされていることを確認します。『Horizon 7 のインストール』ドキュメントを参照し
てください。

n vCenter Server の接続サーバ設定が Horizon Administrator で構成されていることを確認します。『Horizon 7
の管理』ドキュメントを参照してください。

n リモート デスクトップとして使用している仮想マシンに対して使用されている ESXi 仮想スイッチに十分な数の
ポートがあることを確認します。大規模なデスクトップ プールを作成する場合、デフォルト値では不十分なこと
があります。

n 親仮想マシンを準備したことを確認します。親仮想マシンで Horizon Agent がインストールされている必要が
あります。「自動ファームの親仮想マシンの準備」を参照してください。
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n vCenter Server で親仮想マシンのスナップショットを作成します。スナップショットを作成する前に親仮想マシ
ンをシャットダウンする必要があります。接続サーバは、クローンを作成するための基本イメージとしてスナッ

プショットを使用します。

n ファームを作成するために指定する必要がある構成情報を収集します。「自動インスタントクローン ファーム作
成用ワークシート」を参照してください。

手順

1 Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックします。

2 [追加] をクリックしてワークシートで収集した構成情報を入力します。

3 [自動ファーム] を選択して、[次へ] を選択します。

4 [インスタント クローン] を選択して、[次へ] を選択します。

5 ウィザードの指示に従って、ファームを作成します。

ワークシートで収集した構成情報を使用します。ナビゲーション パネルのページ名をクリックすると、完了した
ウィザード ページに直接戻ることができます。

Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] をクリックすることでファームを表示できるようになりました。

次に進む前に

アプリケーション プールまたは RDS デスクトップ プールを作成します。第 6 章「アプリケーション プールの作成」
または第 5 章「RDS デスクトップ プールの作成」を参照してください。
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RDS デスクトップ プールの作成 5
ユーザーにセッション ベース デスクトップへのリモート アクセスを提供するための作業の 1 つとして、リモート デ
スクトップ サービス (RDS) デスクトップ プールを作成します。RDS デスクトップ プールにより、リモート デスク
トップ展開のいくつかの具体的なニーズを満たすことができます。

この章では次のトピックについて説明します。

n RDS デスクトップ プールの概要

n RDS デスクトップ プールの作成

n RDS デスクトップ プールのデスクトップ プール設定

n 内部仮想マシン デバッグ モードでのインスタント クローンのトラブルシューティング

n Adobe Flash の品質とスロットル

n Adobe Flash のスロットルを RDS デスクトップ プール用に Internet Exploler で構成する

RDS デスクトップ プールの概要
RDS デスクトップ プールは、作成可能な 3 種類のデスクトップ プールのうちの 1 つです。このタイプのプールは、
以前の Horizon 7 リリースでは Microsoft Terminal Services プールと呼ばれていました。

RDS デスクトップ プールおよび RDS デスクトップには次の特徴があります。

n RDS デスクトップ プールは RDS ホストのグループであるファームと関連付けられます。各 RDS ホストは複数
の RDS デスクトップをホストすることができる Windows サーバです。

n RDS デスクトップは RDS ホストへのセッションに基づきます。これに対し、自動デスクトップ プール内のデス
クトップは仮想マシンに基づき、手動デスクトップ プール内のデスクトップは仮想マシンまたは物理マシンに基
づきます。

n RDS デスクトップは RDP、PCoIP、および VMware Blast 表示プロトコルをサポートします。HTML Access を
有効にするには、https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/viewclients_pubs.htmlから利用で
きる『HTML Access の使用』ドキュメントの「セットアップとインストール」の章の「HTML Access のための
デスクトップ、プール、ファームの準備」を参照してください。

n RDS デスクトップ プールは、RDS ロールをサポートし、Horizon 7 によりサポートされる Windows Server オ
ペレーティング システムでのみサポートされます。『View のインストール』の「ゲスト OS のシステム要件」を
参照してください。
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n Horizon 7 は、接続要求をアクティブなセッションの数が最小の RDS ホストに転送することによって、ファー
ム内の RDS ホストの負荷分散を提供します。

n RDS デスクトップ プールはセッションベースのデスクトップを提供するため、更新、再構成、再分散のような、
リンク クローン デスクトップ プールに特有な操作はサポートされません。

n RDS ホストが vCenter Server により管理される仮想マシンの場合、基本イメージとしてスナップショットを使
用できます。vCenter Server を使用してスナップショットを管理できます。RDS ホストの仮想マシンでのスナッ
プショットの使用は、Horizon 7 に対して透過的です。

n RDS デスクトップは Horizon 7 Persona Management をサポートしません。

n HTML Access では、コピーおよび貼り付け機能がデフォルトで無効になっています。この機能を有効にするに
は、https://www.vmware.com/support/viewclients/doc/viewclients_pubs.html で公開されている
『HTML Access の使用』ドキュメントの「エンド ユーザー用に HTML Access を構成」の「HTML Access グ
ループ ポリシー設定」を参照してください。

RDS デスクトップ プールの作成
RDS デスクトップへのアクセス権をユーザーに付与するプロセスの一環として、RDS デスクトップ プールを作成し
ます。

開始する前に

n RDS ホストをセットアップします。第 3 章「リモート デスクトップ サービス ホストの設定」を参照してくださ
い。

n それらの RDS ホストが含まれるファームを作成します。第 4 章「ファームの作成」を参照してください。

n プール設定の構成方法を決定します。「RDS デスクトップ プールのデスクトップ プール設定」を参照してくださ
い。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] の順に選択します。

2 [追加] をクリックします。

3 [RDS デスクトップ プール] を選択します。

4 プール ID、表示名、および説明を指定します。

プール ID は、Horizon Administrator でプールを識別する一意の名前です。表示名は、ユーザーが Horizon Client
にログインするときに表示される RDS デスクトップ プールの名前です。表示名を指定しない場合は、表示名は
プール ID と同じになります。

5 プール設定を選択します。

6 このプールのファームを選択または作成します。

Horizon Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] の順に選択すると、RDS デスクトップ プールを表
示できます。
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次に進む前に

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。「デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格
の追加」を参照してください。

エンド ユーザーが Horizon Client 3.0 以降のソフトウェアにアクセスできることを確認します。これは RDS デスク
トップ プールをサポートするために必要です。

RDS デスクトップ プールのデスクトップ プール設定
RDS デスクトップ プールの作成時に特定のプール設定を指定できます。すべてのプール設定がすべての種類のデス
クトップ プールに適用されるわけではありません。

詳細については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』の「すべてのデスクトップ プール タイプのデ
スクトップ プール設定」を参照してください。 次のプール設定が RDS デスクトップ プールに適用されます。

表 5‑1.  RDS デスクトップ プールの設定

設定 説明 デフォルト値

状態 n [有効化]：デスクトップ プールは作成後に有効になり、
すぐに使用できます。

n [無効化]：デスクトップ プールは作成後に無効になり、
使用できません。またプールのプロビジョニングも停止

します。展開後にテストなどの標準メンテナンスのよう

な作業を行う場合にはこの設定が適しています。

この状態が有効の場合、リモート デスクトップは使用で
きません。

有効

接続サーバの制限 デスクトップ プールへのアクセスを特定の接続サーバに制限
するには、[参照] をクリックして、1 台以上の接続サーバを
選択します。

VMware Identity Manager からデスクトップへのアクセス
を提供することを意図して接続サーバの制限を構成すると、

これらのデスクトップが実際には制限されている場合でも

VMware Identity Manager アプリケーションでユーザーに
デスクトップが表示されることがあります。VMware Identity
Manager ユーザーは、これらのデスクトップを起動できま
せん。

なし

カテゴリ フォルダ Windows クライアント デバイスのデスクトップ プール資格
に、スタート メニューのショートカットを含むカテゴリ フォ
ルダの名前を指定します。詳細については、「資格のあるプー

ルのショートカットの設定」を参照してください。

無効

クライアントの制限 資格を付与されたデスクトップ プールへの特定のクライアン
ト コンピュータからのアクセスを制限するかどうかを選択し
ます。

デスクトップ プールへのアクセスを許可するコンピュータの
名前を Active Directory セキュリティ グループに追加する
必要があります。デスクトップ プール資格にユーザーまたは
グループを追加するときに、このセキュリティ グループを選
択できます。

無効
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表 5‑1.  RDS デスクトップ プールの設定 (続き)

設定 説明 デフォルト値

Adobe Flash quality（Adobe Flash
の品質）

Web ページに表示される Adobe Flash コンテンツの品質を
決定します。

n [制御しない]：品質は Web ページの設定で決まります。

n [低]：この設定では、バンド幅が最も節約されます。品
質レベルを指定しないと、デフォルトで Low（低） に
設定されます。

n [中]：この設定では、帯域幅の節約は中程度です。

n [高]：この設定では、帯域幅の節約は最も少なくなります。

詳細については、「Adobe Flash の品質とスロットル」を参
照してください。

制御しない

Adobe Flash throttling（Adobe
Flash のスロットル）

Adobe Flash ムービーのフレーム レートを決定します。こ
の設定を有効にすると、レベルを選択することによって、1
秒あたりに表示されるフレームの数を増やしたり減らしたり

することができます。

n [無効化]：スロットルは行われません。タイマー間隔は
変更されません。

n [低]：タイマー間隔は 100 ミリ秒です。この設定では、
抜けるフレームの数が最も少なくなります。

n [中]：タイマー間隔は 500 ミリ秒です。

n [高]：タイマー間隔は 2,500 ミリ秒です。この設定では、
抜けるフレームの数が最も多くなります。

詳細については、「Adobe Flash の品質とスロットル」を参
照してください。

無効

内部仮想マシン デバッグ モードでのインスタント クローンのトラブ
ルシューティング
内部仮想マシン デバッグ モードを使用すると、インスタント クローン ファームの内部仮想マシンをトラブルシュー
ティングできます。内部仮想マシン デバッグ モードでは、失敗した内部仮想マシンを削除する前に仮想マシンを分
析できます。インスタント クローン ファームを作成する前に、内部仮想マシンのデバッグ モードを有効にする必要
があります。

手順

1 vSphere Web Client でマスター仮想マシンを選択し、[管理] - [構成] - [仮想マシン オプション] - [編集] - [仮想
マシン オプション] - [詳細] - [構成の編集] の順にクリックします。

[構成パラメータ] ウィンドウに、パラメータ名と値のリストが表示されます。

2 [構成パラメータ] ウィンドウで、cloneprep.debug.mode パラメータを検索します。

マスター仮想マシンに cloneprep.debug.mode パラメータが定義されていない場合には、パラメータ名と

して cloneprep.debug.mode を追加し、値に ON または OFF を設定します。マスター仮想マシンに

cloneprep.debug.mode パラメータが定義されている場合には、パラメータ値を ON または OFF に変更で

きます。
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3 内部仮想マシンの内部仮想マシン デバッグ モードを有効または無効にします。

n 内部仮想マシン デバッグ モードを有効にするには、cloneprep.debug.mode の値を ON に設定しま

す。内部仮想マシン デバッグ モードを有効にすると、内部仮想マシンはロックされず、Horizon Server で
削除できなくなります。

n 内部仮想マシン デバッグ モードを無効にするには、cloneprep.debug.mode の値を OFF に設定しま

す。内部仮想マシン デバッグ モードを無効にすると、内部仮想マシンはロックされ、Horizon Server で削
除できるようになります。

準備、プロビジョニング、再同期、準備解除などのインスタント クローン操作の場合、内部仮想マシンはマス
ター仮想マシンに設定された値を使用します。内部仮想マシン デバッグ モードを無効にしないと、仮想マシン
は削除されるまで vSphere に残ります。

Adobe Flash の品質とスロットル
Adobe Flash コンテンツの品質の許容される最大レベルを指定して、Web ページでの設定を上書きできます。Web
ページの Adobe Flash 品質が許容される最大レベルより高い場合、品質は指定されている最大レベルまで下げられ
ます。品質は低いほど帯域幅が節約されます。

Adobe Flash 帯域幅削減の設定を使用するには、Adobe Flash を全画面表示モードで実行していてはいけません。

表 5‑2 に使用可能な Adobe Flash のレンダリング品質設定を示します。

表 5‑2.  Adobe Flash の品質設定

品質設定 説明

[制御しない] 品質は Web ページの設定で決まります。

[低] この設定では、帯域幅が最も節約されます。

[中] この設定では、帯域幅の節約は中程度です。

[高] この設定では、帯域幅の節約は最も少なくなります。

品質の最高レベルを指定しないと、デフォルトで [低] に設定されます。

Adobe Flash はタイマー サービスを使用して、特定の時点で画面に表示されるものを更新します。一般的な Adobe
Flash タイマー間隔の値は、4 ～ 50 ミリ秒の範囲です。間隔をスロットルつまり延長すると、フレーム レートを減
らすことができ、それによって帯域幅を少なくできます。

表 5‑3 に使用可能な Adobe Flash のスロットル設定を示します。

表 5‑3.  Adobe Flash のスロットル設定

スロットル設定 説明

[無効] スロットルは行われません。タイマー間隔は変更されません。

[低] タイマー間隔は 100 ミリ秒です。この設定では、抜けるフレームの数が最も少なくなります。

[中] タイマー間隔は 500 ミリ秒です。

[高] タイマー間隔は 2500 ミリ秒です。この設定では、抜けるフレームの数が最も多くなります。

オーディオの速度はスロットル設定の選択に関係なく一定です。
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Adobe Flash のスロットルを RDS デスクトップ プール用に Internet
Exploler で構成する
RDS デスクトップで Adobe Flash のスロットルが Internet Explorer で確実に動作するようにするには、ユーザー
がサード パーティ製のブラウザ拡張を有効にする必要があります。

手順

1 Horizon Client を起動し、ユーザーのデスクトップにログインします。

2 Internet Explorer で、[ツール] - [インターネット オプション] をクリックします。

3 [詳細設定] タブをクリックし、[サード パーティ製のブラウザ拡張を有効にする] を選択して、[OK] をクリック
します。

4 Internet Explorer を再起動します。
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アプリケーション プールの作成 6
ユーザーにアプリケーションへのリモート アクセスを提供するための作業の 1 つとして、アプリケーション プール
を作成します。アプリケーション プールに対する資格が付与されているユーザーは、さまざまなクライアント デバ
イスからアプリケーションにリモート アクセスを行うことができます。

この章では次のトピックについて説明します。

n アプリケーション プール

n アプリケーション プールの手動作成用ワークシート

n アプリケーション プールの作成

アプリケーション プール
アプリケーション プールを使用すると、1 つのアプリケーションを多くのユーザーに配信できます。アプリケーショ
ンは RDS ホストのファームで実行されます。

アプリケーション プールを作成する場合、ユーザーがネットワーク上のどこからでもアクセスできるデータセンター
にアプリケーションを展開します。

アプリケーション プールには 1 つのアプリケーションがあり、1 つのファームと関連付けられています。エラーを避
けるため、ファームのすべての RDS ホストにアプリケーションをインストールする必要があります。

Horizon 7 では、アプリケーション プールを作成すると、ファームのすべての RDS ホストの [スタート] メニューか
ら、（個々のユーザーではなく）すべてのユーザーが使用可能なアプリケーションが自動的に表示されます。リストか

ら 1 つ以上のアプリケーションを選択できます。リストから複数のアプリケーションを選択すると、アプリケーショ
ンごとに個別のアプリケーション プールが作成されます。リストにないアプリケーションを手動で指定することもで
きます。手動で指定するアプリケーションがまだインストールされていない場合、Horizon 7 に警告メッセージが表
示されます。

アプリケーション プールを作成する際、プールを配置するアクセス グループは指定できません。アプリケーション
プールと RDS デスクトップ プールについては、ファームの作成時にアクセス グループを指定します。

アプリケーションは PCoIP および VMware Blast 表示プロトコルをサポートします。HTML Access を有効にする方
法については、『VMware Horizon HTML Access のインストールとセットアップ ガイド』ドキュメントを参照して
ください。
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アプリケーション プールの手動作成用ワークシート
アプリケーション プールを作成して手動でアプリケーションを指定する際、[アプリケーション プールを追加] ウィ
ザードからアプリケーションに関する情報を入力するよう求められます。RDS ホストにアプリケーションをインス
トールしておく必要はありません。

このワークシートを印刷し、アプリケーションを手動で指定するときのアプリケーションのプロパティを書き留める

ことができます。

表 6‑1.  ワークシート：アプリケーション プールを手動で作成するためのアプリケーションのプロパティ

プロパティ 説明 値をここに記入

ID Horizon Administrator でプールを識別する一意の名前。
このフィールドは必須です。

表示名 Horizon Client にログインする際にユーザーに表示され
るプール名。表示名を指定しない場合は、[ID] と同じにな
ります。

バージョン アプリケーションのバージョン。

パブリッシャ アプリケーションのパブリッシャ。

パス アプリケーションのフル パス名。例：C:\Program

Files\app1.exe。このフィールドは必須です。

開始フォルダ アプリケーションの開始ディレクトリのフル パス名。

パラメータ アプリケーションの起動時にアプリケーションに渡すパラ

メータ。たとえば、-username user1 -

loglevel 3 を指定できます。

説明 このアプリケーション プールの説明。

事前起動 このオプションは、ユーザーが Horizon Client でアプリ
ケーションを開く前にアプリケーション セッションを開
始するように公開アプリケーションを設定する場合に選択

します。公開アプリケーションを起動するときに、

Horizon Client でより速くアプリケーションを開始でき
ます。

このオプションを有効にすると、Horizon Client からサー
バへの接続方法に関係なく、ユーザーが Horizon Client
でアプリケーションを開く前に、構成済みのアプリケー

ション セッションが起動されます。

注意   アプリケーション ファームを追加または編集すると
きに [事前起動セッションのタイムアウト (アプリケーショ
ンのみ)] オプションが設定されていると、アプリケーショ
ン セッションが切断されます。
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表 6‑1.  ワークシート：アプリケーション プールを手動で作成するためのアプリケーションのプロパティ (続き)

プロパティ 説明 値をここに記入

接続サーバの制限 アプリケーション プールへのアクセスを特定の接続サー
バに制限するには、[参照] をクリックして、1 台以上の接
続サーバを選択します。

VMware Identity Manager からデスクトップへのアク
セスを提供することを意図して接続サーバの制限を構成す

ると、これらのデスクトップが実際には制限されている場

合でも VMware Identity Manager アプリケーションで
ユーザーにデスクトップが表示されることがあります。

VMware Identity Manager ユーザーは、これらのデス
クトップを起動できません。

カテゴリ フォルダ Windows クライアント デバイスのアプリケーション プー
ル資格に、スタート メニューのショートカットを含むカ
テゴリ フォルダの名前を指定します。詳細については、
「資格のあるプールのショートカットの設定」を参照して

ください。

クライアントの制限 資格を付与されたアプリケーション プールへの特定のク
ライアント コンピュータからのアクセスを制限するかど
うかを選択します。

アプリケーション プールへのアクセスを許可するコン
ピュータの名前を Active Directory セキュリティ グルー
プに追加する必要があります。アプリケーション プール
資格にユーザーまたはグループを追加するときに、このセ

キュリティ グループを選択できます。

アプリケーション プールの作成
RDS ホストで動作するアプリケーションにユーザーがアクセスできるようにする処理の一部として、アプリケーショ
ン プールを作成します。

開始する前に

n RDS ホストをセットアップします。第 3 章「リモート デスクトップ サービス ホストの設定」を参照してくださ
い。

n それらの RDS ホストが含まれるファームを作成します。第 4 章「ファームの作成」を参照してください。

n アプリケーション プールを手動で追加する場合は、アプリケーションについての情報を収集します。「アプリケー
ション プールの手動作成用ワークシート」を参照してください。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] の順にクリックします。

2 [追加] をクリックします。
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3 ウィザードの指示に従って、プールを作成します。

アプリケーション プールを手動で追加することを選択する場合は、ワークシートで収集した構成情報を使用しま
す。Horizon Administrator が表示するリストからアプリケーションを選択する場合は、複数のアプリケーショ
ンを選択できます。アプリケーションごとに個別のプールが作成されます。

Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] をクリックすると、アプリケーション プールを
確認できます。

次に進む前に

プールにアクセスするための資格をユーザーに付与します。第 8 章「資格のあるユーザーとグループ」を参照してく
ださい。

RDS アプリケーションのサポートに必要な Horizon Client 3.0 以降のソフトウェアにエンド ユーザーがアクセスで
きることを確認します。

アプリケーションを実行できる十分なリソースがある RDS ホストでのみ接続サーバがアプリケーションを起動する
ように限定するには、アプリケーション プールに非アフィニティ ルールを構成します。詳細については、『Horizon
7 の管理』ドキュメントの「アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールの構成」を参照してください。
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アプリケーション プール、ファームお
よび RDS ホストの管理 7
Horizon Administrator では、デスクトップ プール、ファームまたは RDS ホストの構成や削除などの管理操作を実
行できます。

この章では次のトピックについて説明します。

n アプリケーション プールの管理

n ファームの管理

n RDS ホストの管理

n 公開デスクトップ セッションとアプリケーション セッションの管理

n RDS ホストの負荷分散の構成

n アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールの構成

アプリケーション プールの管理
Horizon Administrator でアプリケーション プールの追加、編集、削除、またはアプリケーション プールへの資格
付与を行うことができます。

アプリケーション プールを追加する方法については、「アプリケーション プールの作成」を参照してください。アプ
リケーション プールに資格を付与する方法については、「デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格の追
加」を参照してください。

アプリケーション プールの編集
既存のアプリケーション プールを編集して、表示名、バージョン、パブリッシャ、パス、開始フォルダ、パラメー
タ、説明などの設定を構成できます。アプリケーション プールの ID やアクセス グループは変更できません。

アプリケーションを実行するためのリソースが十分にある RDS ホストでのみ View 接続サーバがアプリケーションを
起動するようにする場合は、「アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールの構成」を参照してください。

開始する前に

アプリケーション プールの設定について理解しておきます。「アプリケーション プールの作成」を参照してください。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] の順に選択します。
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2 プールを選択し、[編集] をクリックします。

3 プールの設定を変更します。

4 [OK] をクリックします。

アプリケーション プールの削除
アプリケーション プールを削除すると、ユーザーはプール内のアプリケーションを起動できなくなります。

ユーザーが現在アプリケーションにアクセスしていても、アプリケーション プールを削除できます。ユーザーがアプ
リケーションを終了した後は、アプリケーションにアクセスできなくなります。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] の順に選択します。

2 1 つ以上のアプリケーション プールを選択して [削除] をクリックします。

3 [OK] をクリックして確定します。

ファームの管理

Horizon Administrator で、ファームを追加、編集、削除、有効、無効にできます。

ファームを追加する方法については、「ファーム」を参照してください。アクセス グループの詳細については、『Horizon
7 の管理』ドキュメントの「ロールベースの委任管理の設定」を参照してください。

ファームの作成後、RDS ホストを追加または削除して、サポートするユーザーを増やしたり減らしたりできます。

ファームの編集

既存のファームの設定を変更できます。

開始する前に

ファームの設定を理解します。「ファーム」を参照してください。

手順

1 Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] の順に選択します。

2 ファームを選択し、[編集] をクリックします。

3 ファームの設定を変更します。

4 [OK] をクリックします。

ファームの削除

ファームが必要なくなった場合、または別の RDS ホストで新しいファームを作成する場合、ファームを削除できま
す。削除できるのは、RDS デスクトップ プールまたはアプリケーション プールに関連付けられていないファームの
みです。
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開始する前に

ファームが RDS デスクトップ プールまたはアプリケーション プールに関連付けられていないことを確認します。

手順

1 Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] の順に選択します。

2 1 つ以上のファームを選択し、[削除] をクリックします。

3 [OK] をクリックして確定します。

ファームの無効化または有効化

ファームを無効化すると、ファームに関連付けられている RDS デスクトップ プールやアプリケーション プールから
RDS デスクトップまたはアプリケーションを起動できなくなります。ユーザーは現在開いているアプリケーションと
RDS デスクトップを引き続き使用できます。

ファーム内の RDS ホストまたはファームに関連付けられている RDS デスクトップ プールやアプリケーション プー
ルでメンテナンスを行う計画がある場合は、ファームを無効化できます。ファームを無効化した後、一部のユーザー

が、ファームを無効化する前に開いた RDS デスクトップ プールまたはアプリケーションをまだ使用していることが
あります。

手順

1 Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] の順に選択します。

2 1 つ以上のファームを選択して [その他のコマンド] をクリックします。

3 [有効化] または [無効化] をクリックします。

4 [OK] をクリックして確定します。

ファームに関連付けられている RDS デスクトップ プールとアプリケーション プールのステータスが使用できなくな
ります。プールのステータスを表示するには、[カタログ] - [デスクトップ プール] または [カタログ] - [アプリケーショ
ン プール] の順に選択します。

自動リンククローン ファームの再構成
View Composer の再構成操作により、自動リンク クローン内のすべての RDS ホストのマシン イメージを更新でき
ます。ハードウェア設定または親仮想マシンのソフトウェアを更新し、再構成操作を実行すると、ファーム内のすべ

ての RDS ホストにその変更内容を伝えることができます。

RDS ホストのリンク クローンは親のレプリカにリンクされているため、リンク クローンに影響を与えずに親仮想マ
シンを変更できます。再構成操作では、古いレプリカが削除され、クローンのリンク先の新しいレプリカが作成され

ます。再構成により新しいリンク クローンが作成されますが、通常、使用ストレージの量は減少します。これは、リ
ンク クローンはディスク ファイルのサイズが時間とともに増加するのが普通であるためです。

自動ファームを再構成することはできますが、ファーム内の RDS ホストを個々に再構成することはできません。現
在のハードウェア バージョンよりも古いハードウェア バージョンへリンク クローンを再構成することはできません。

再構成操作は時間がかかることがあるため、可能であればオフピーク時に実行するようにスケジュール設定します。
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開始する前に

n 親仮想マシンのスナップショットがあることを確認します。再構成を行うときは、スナップショットを指定する

必要があります。スナップショットは、現在の親仮想マシンに存在することもあれば、別のマシンに存在するこ

ともあります。

n 再構成操作のスケジュールを決定します。デフォルトでは、View Composer はすぐに操作を開始します。

ファームで一度にスケジュール設定できる再構成操作は 1 回だけです。複数のファームを同時に再構成すること
ができます。

n 再構成操作が開始されたらただちにすべてのユーザーを強制的にログオフさせるか、それとも各ユーザーがログ

オフしてからそのユーザーのマシンを再構成するかを決定します。

ユーザーを強制的にログオフさせる場合、Horizon 7 は切断する前にユーザーに通知するため、ユーザーはアプ
リケーションを閉じてログオフすることができます。

n 最初のエラーでプロビジョニングを停止するかどうかを決定します。このオプションを選択した場合、View
Composer がリンク クローンをプロビジョニング中にエラーが発生すると、プロビジョニングが停止します。
このオプションを選択することにより、ストレージなどのリソースが不必要に消費されるのを防ぐことができます。

[最初のエラーで停止] オプションを選択しても、カスタマイズには影響を与えません。リンク クローン上でカス
タマイズ エラーが発生しても、他のクローンのプロビジョニングとカスタマイズは続行されます。

n そのプロビジョニングが有効になっていることを確認します。プロビジョニングが無効の場合、Horizon 7 は、
マシンが再構成後にカスタマイズされないようにします。

n レプリケートされた接続サーバ インスタンスが展開環境内に含まれる場合は、すべてのインスタンスが同一バー
ジョンであることを確認します。

手順

1 Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] の順に選択します。

2 再構成するファームのプール ID をダブルクリックします。

3 [再構成] をクリックします。

4 (オプション) [変更] をクリックし、親仮想マシンを変更します。

新しい仮想マシンは、現在の親仮想マシンと同じバージョンのオペレーティング システムを実行する必要があり
ます。

5 スナップショットを選択します。

6 (オプション) [スナップショットの詳細] をクリックすると、スナップショットに関する詳細が表示されます。

7 [次へ] をクリックします。

8 (オプション) 開始時刻をスケジュール設定します。

デフォルトで現在の時刻が入力されています。

9 (オプション) ユーザーを強制的にログオフさせるのか、ユーザーがログオフするのを待つのかを指定します。

デフォルトでは、ユーザーを強制的にログオフさせるオプションが選択されています。
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10 (オプション) 最初にエラーが発生したときにプロビジョニングを停止するかどうかを指定します。

このオプションはデフォルトで選択されています。

11 [次へ] をクリックします。

[設定内容の確認] ページが表示されます。

12 (オプション) [詳細の表示] をクリックすると、再構成操作の詳細が表示されます。

13 [終了] をクリックします。

vCenter Server で、リンククローン仮想マシンの再構成操作の進捗を監視できます。

注意   再構成操作中、View Composer は、リンク クローンで Sysprep を再実行します。仮想マシンを再構成する
と、新しい SID とサードパーティ GUID が生成される場合があります。詳細については、『Horizon 7 での仮想デス
クトップのセットアップ』ドキュメントの「Sysprep でカスタマイズしたリンククローンの再構成」を参照してくだ
さい。

自動インスタントクローン ファームのメンテナンス スケジュール
メンテナンス操作で、自動インスタントクローン ファームのすべての RDS ホストに定期的または即時メンテナンス
をスケジューリングできます。各メンテナンス サイクル中に、すべての RDS ホストが親仮想マシンから更新されます。

メンテナンスでは現在の親仮想マシンのスナップショットが使用されるため、RDS ホストのインスタント クローン
に影響を及ぼさずに親仮想マシンに変更を行うことができます。自動ファームに作成されたインスタント クローン
は、システム構成に親仮想マシンの情報を使用します。

自動ファームのメンテナンスをスケジューリングすることはできますが、ファーム内の RDS ホストに個別にスケ
ジューリングすることはできません。

可能であれば、オフピーク時にメンテナンス操作を実行し、ピーク時にすべての RDS ホストが使用可能な状態になっ
ているようにスケジューリングしてください。

開始する前に

n メンテナンス操作のスケジュールを決定します。デフォルトでは、接続サーバはすぐに操作を開始します。

ファームには、即時メンテナンス、定期的なメンテナンスまたはその両方のスケジュールを設定できます。メン

テナンス操作のスケジュールは、複数のファームに同時に設定できます。

n メンテナンス操作の開始後すぐにすべてのユーザーを強制的にログオフさせるか、各ユーザーがログオフしてか

らそのユーザーのマシンを更新するのかを決定します。

ユーザーを強制的にログオフさせる場合、Horizon 7 は切断する前にユーザーに通知するため、ユーザーはアプ
リケーションを閉じてログオフすることができます。

n ファームの最小サイズを決定します。ファームの最小サイズは、ユーザーがファームの使用を継続できるように

常に使用可能にしておく RDS ホスト数です。たとえば、ファーム サイズが 10 で、最小サイズが 2 の場合、メ
ンテナンスは 8 個の RDS ホストに実行されます。各 RDS ホストが再度使用可能になると、別のホストでメンテ
ナンスが実行されます。すべての RDS ホストは個別に管理されます。1 台のホストが使用可能になると、残りの
ホストの 1 つでメンテナンスが実行されます。
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ただし、即時メンテナンスをスケジューリングした場合には、ファームのすべての RDS ホストでメンテナンス
が実行されます。

すべての RDS ホストにポリシーが適用されます。設定したポリシーに応じて、ユーザーのログオフを待機する
か、ユーザーを強制的にログオフします。

n 最初のエラーでプロビジョニングを停止するかどうかを決定します。このオプションを選択した場合、接続サー

バがインスタント クローンをプロビジョニング中にエラーが発生すると、プロビジョニングが停止します。この
オプションを選択することにより、ストレージなどのリソースが不必要に消費されるのを防ぐことができます。

[最初のエラーで停止] オプションを選択しても、カスタマイズには影響を与えません。インスタント クローン上
でカスタマイズ エラーが発生しても、他のクローンのプロビジョニングとカスタマイズは続行されます。

n そのプロビジョニングが有効になっていることを確認します。プロビジョニングが無効の場合、Horizon 7 は、
マシンが更新後にカスタマイズされないようにします。

n レプリケートされた接続サーバ インスタンスが展開環境内に含まれる場合は、すべてのインスタンスが同一バー
ジョンであることを確認します。

手順

1 Horizon Administrator で、[リソース] - [ファーム] の順に選択します。

2 メンテナンスをスケジューリングするファームのプール ID をダブルクリックします。

3 [メンテナンス] - [スケジュール] をクリックします。
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4 [定期的なメンテナンスのスケジュール] ウィザードで、メンテナンス モードを選択します。

u オプション アクション

[定期的] ファーム内にあるすべての RDS ホスト サーバに定期的メンテナン
スをスケジューリングします。

n メンテナンスが有効になる日付と時刻を選択します。

n メンテナンス期間を選択します。メンテナンス期間には、毎

日、毎月または毎週を選択できます。

n メンテナンス操作の繰り返し期間を日数で選択します。

ファームで即時メンテナンスがスケジューリングされている場合、

即時メンテナンスの日付が定期的メンテナンスの有効日になりま

す。即時メンテナンスをキャンセルすると、現在の日付が定期的

メンテナンスの有効日になります。

[直後] ファーム内にあるすべての RDS ホスト サーバに即時メンテナンス
をスケジューリングします。即時メンテナンスの場合、即時また

は近い将来実施する 1 回のメンテナンスをスケジューリングでき
ます。即時メンテナンスは、緊急のセキュリティ パッチを適用す
るために、新しい親仮想マシン イメージまたはスナップショット
を使用してファームを更新する場合に実施します。

即時メンテナンスの構成を選択します。

n メンテナンス操作をすぐに開始するには、[今すぐ開始] を選
択します。

n メンテナンス操作を近い将来に実施するには、[開始日時] を
選択します。日付と Web ブラウザのローカル時刻を入力し
ます。

注意   即時メンテナンスが完了するまで、定期的メンテナンスは延
期されます。

5 [次へ] をクリックします。

6 (オプション) [変更] をクリックし、親仮想マシンを変更します。

7 スナップショットを選択します。

[現在の親仮想マシン イメージを使用] チェックボックスをオフにするまで、別のスナップショットは選択できま
せん。

8 (オプション) [スナップショットの詳細] をクリックすると、スナップショットに関する詳細が表示されます。

9 [次へ] をクリックします。

10 (オプション) ユーザーを強制的にログオフさせるのか、ユーザーがログオフするのを待つのかを指定します。

デフォルトでは、ユーザーを強制的にログオフさせるオプションが選択されています。

11 (オプション) 最初にエラーが発生したときにプロビジョニングを停止するかどうかを指定します。

このオプションはデフォルトで選択されています。

12 [次へ] をクリックします。

[設定内容の確認] ページが表示されます。

13 [終了] をクリックします。
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RDS ホストの管理
手動で設定した RDS ホストと、自動ファームの追加時に自動的に作成された RDS ホストを管理できます。

RDS ホストを手動で設定すると、設定した RDS ホストは自動的に Horizon 接続サーバに登録されます。RDS ホスト
を接続サーバに手動で登録することはできません。「リモート デスクトップ サービス (RDS) ホスト」を参照してくだ
さい。手動で設定した RDS ホストに対しては、以下の管理タスクを実行できます。

n RDS ホストを編集する。

n 手動ファームに RDS ホストを追加する。

n ファームから RDS ホストを削除する。

n RDS ホストを有効にする。

n RDS ホストを無効にする。

自動ファームの追加時に自動的に作成された RDS ホストに対しては、以下の管理タスクを実行できます。

n ファームから RDS ホストを削除する。

n RDS ホストを有効にする。

n RDS ホストを無効にする。

RDS ホストの編集
RDS ホストでサポートできる接続数を変更できます。この設定は、変更可能な唯一の設定です。デフォルト値は 150
で、任意の正の数値または無制限に設定できます。

編集できる RDS ホストは、手動で設定したものに限られます。自動ファーム内の RDS ホストは編集できません。

手順

1 View Administrator で、[View 構成] - [登録済みのマシン] を選択します。

2 RDS ホストを選択し、[編集] をクリックします。

3 [接続数] 設定の値を指定します。

4 [OK] をクリックします。

手動ファームに RDS ホストを追加する
ファームの規模を拡大するなどの理由で、手動で設定した RDS ホストを手動ファームに追加することができます。
RDS ホストは手動ファームにしか追加できません。

手順

1 View Administrator で、[リソース] - [ファーム] を選択します。

2 ファームのプール ID をダブルクリックします。

3 [RDS ホスト] タブを選択します。

Horizon 7 での公開されたデスクトップとアプリケーションのセットアップ

VMware, Inc.  67



4 1 つ以上の RDS ホストを選択します。

5 [OK] をクリックします。

ファームから RDS ホストを削除する
手動ファームの規模の縮小、RDS ホストのメンテナンスの実行などの理由で、手動ファームから RDS ホストを削除
できます。ベスト プラクティスとして、ホストをファームから削除する前に、RDS ホストを無効にしてユーザーが
アクティブなセッションからログオフしていることを確認します。

削除するホスト上にユーザーのアプリケーション セッションやデスクトップ セッションがある場合、セッションは
アクティブなままですが、Horizon 7 はセッションをトラッキングしなくなります。セッションから切断されたユー
ザーは再度接続することができず、未保存のデータが失われることがあります。

自動ファームから RDS ホストを削除することもできます。考えられる理由の 1 つは、RDS ホストが回復不能なエラー
状態にあることです。View Composer は、新しい RDS ホストを自動的に作成し、ユーザーが削除する RDS ホスト
と置き換えます。

手順

1 View Administrator で、[リソース] - [ファーム] を選択します。

2 プール ID をダブルクリックします。

3 [RDS ホスト] タブを選択します。

4 1 つ以上の RDS ホストを選択します。

5 [ファームから削除] をクリックします。

6 [OK] をクリックします。

Horizon 7 からの RDS ホストの削除
手動で設定し、使用する予定がなくなった RDS ホストは、Horizon 7 から削除できます。現在、手動ファームには、
このような RDS ホストは存在してはなりません。

開始する前に

RDS ホストがファームに属していないことを確認します。

手順

1 Horizon Administrator で、[View 構成] - [登録済みのマシン] の順に選択します。

2 RDS ホストを選択し、[削除] をクリックします。

3 [OK] をクリックします。

RDS ホストを削除した後、その RDS ホストを再び使用するには、Horizon Agent を再インストールする必要があり
ます。「リモート デスクトップ サービス (RDS) ホスト」を参照してください。
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RDS ホストの無効化または有効化
RDS ホストを無効化すると、Horizon 7 により新しい RDS デスクトップまたはアプリケーションをホストするのに
使用されなくなります。ユーザーは現在開いているアプリケーションと RDS デスクトップを引き続き使用できます。

手順

1 View Administrator で、[リソース] - [ファーム] を選択します。

2 ファームのプール ID をダブルクリックします。

3 [RDS ホスト] タブを選択します。

4 RDS ホストを選択し、[その他のコマンド] をクリックします。

5 [有効化] または [無効化] をクリックします。

6 [OK] をクリックします。

RDS ホストを有効化すると、[有効] 列にチェックマークが表示され、[ステータス] 列に [使用可能] が表示されます。
RDS ホストを無効化すると、[有効] 列は空白で、[ステータス] 列に [無効] が表示されます。

RDS ホストの監視
Horizon Administrator で RDS ホストのステータスを監視しプロパティを表示できます。

手順

u Horizon Administrator で、必要なプロパティが表示されるページへ移動します。

プロパティ アクション

RDS ホスト、ファーム、デスクトップ プール、
エージェント バージョン、セッション、ステー
タス

n Horizon Administrator で、[リソース] - [マシン] の順に選択します。

n [RDS ホスト] タブをクリックします。リンククローン RDS ホストと手動で設定した RDS
ホストの両方が表示されます。

DNS 名、タイプ、RDS ファーム、接続の最大
数、エージェント バージョン、有効、ステータス

n Horizon Administrator で、[View 構成] - [登録済みのマシン] の順に選択します。

n [RDS ホスト] タブをクリックします。手動で設定した RDS ホストのみが表示されます。
 

表示されるプロパティには、次の意味があります。

プロパティ 説明

RDS ホスト RDS ホスト名。

ファーム RDS ホストが属しているファーム。

デスクトップ プール ファームに関連付けられている RDS デスクトップ プール。

エージェント バージョン RDS ホストで実行される View Agent または Horizon Agent のバージョン。

セッション クライアント セッション数。

DNS 名 RDS ホストの DNS 名。

Type RDS ホストで実行される Windows Server のバージョン。

RDS ファーム RDS ホストが属しているファーム。
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プロパティ 説明

接続の最大数 RDS ホストでサポートされる接続の最大数。

有効 RDS ホストが有効になっているか。

ステータス RDS ホストの状態。取りうる状態の説明は、「RDS ホストのステータス」を参照してください。

RDS ホストのステータス
RDS ホストは、初期化された時点からその状態がさまざまに変化します。ベスト プラクティスとして、RDS ホスト
に対してタスクの実行や操作を行う前と後に、それらのホストが予期される状態にあるかをチェックします。

表 7‑1.  RDS ホストのステータス

ステータス 説明

スタートアップ View Agent または Horizon Agent は RDS ホスト上で起動されましたが、表示プロトコルなどの他の必要
なサービスがまだ起動中です。エージェントの起動期間に、プロトコル サービスなどの他のプロセスも起動で
きます。

無効化が進行中 ホストでセッションがまだ実行されているときに RDS ホストの無効化が進行しています。セッションが終了
する時点でステータスは無効に変わります。

無効 RDS ホストの無効化プロセスが完了しています。

検証しています 接続サーバが初めて RDS ホストを認識した後（一般に接続サーバが起動または再起動した後）と、RDS ホス
ト上の View Agent または Horizon Agent との初めての正常な通信の前に発生します。通常、この状態は一
時的なものです。この状態は、通信の問題を示すエージェントに到達できない状態と同じではありません。

エージェントが無効です 接続サーバが View Agent または Horizon Agent を無効にすると発生します。この状態では、新しいデスク
トップまたはアプリケーション セッションが RDS ホストで起動できません。

エージェントに到達できません 接続サーバは、RDS ホスト上の View Agent または Horizon Agent と通信を確立できません。

無効な IP サブネット マスク レジストリ設定は RDS ホストで構成され、構成された範囲内に IP アドレスを持つアクティ
ブ ネットワーク アダプタは存在しません。

エージェントを再起動する必要が

あります

Horizon 7 コンポーネントがアップグレードされました。RDS ホストを再起動して、アップグレードされた
コンポーネントで操作することを View Agent または Horizon Agent に許可する必要があります。

プロトコル障害 RDP 表示プロトコルが正常に動作していません。RDP が動作しておらず、PCoIP が動作している場合、クラ
イアントは RDP または PCoIP を使用して接続できません。ただし、RDP が動作し、PCoIP が動作していな
い場合、クライアントは RDP を使用して接続できます。

ドメイン障害 RDS ホストでドメインへの到達の問題が発生しました。ドメイン サーバがアクセス可能でないか、ドメイン
認証が失敗しました。

構成エラー サーバで RDS ロールが有効になっていません。

不明 RDS ホストは不明な状態にあります。

使用可能 RDS ホストは使用可能な状態です。ホストがファーム内に存在し、そのファームが RDS またはアプリケーショ
ン プールと関連付けられている場合、ホストは RDS デスクトップまたは RDS アプリケーションをユーザー
に配布するために使用されます。

プロビジョニング （リンククローン RDS ホストのみ）仮想マシンのプロビジョニングが進行中です。

カスタマイズ （リンククローン RDS ホストのみ）仮想マシンのカスタマイズが進行中です。

削除中 （リンククローン RDS ホストのみ）仮想マシンの削除が進行中です。
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表 7‑1.  RDS ホストのステータス (続き)

ステータス 説明

エージェントの待機 （リンククローン RDS ホストのみ）接続サーバが View Agent または Horizon Agent に対する通信の確立を
待機しています。

メンテナンス モード （リンククローン RDS ホストのみ）仮想マシンは、メンテナンス モードのため、ユーザーは使用できません。

プロビジョニング済み （リンククローン RDS ホストのみ）仮想マシンのプロビジョニングが完了しました。

プロビジョニング エラー （リンククローン RDS ホストのみ）プロビジョニング中にエラーが発生しました。

エラー （リンククローン RDS ホストのみ）仮想マシンで不明なエラーが発生しました。

RDS デスクトップでの Internet Explorer による Adobe Flash のスロットルの
構成

RDS デスクトップで Adobe Flash のスロットルが Internet Explorer で確実に動作するようにするには、ユーザー
がサード パーティ製のブラウザ拡張を有効にする必要があります。

手順

1 Horizon Client を起動し、ユーザーのリモート デスクトップにログインします。

2 Internet Explorer で、[ツール] - [インターネット オプション] をクリックします。

3 [詳細設定] タブをクリックし、[サード パーティ製のブラウザ拡張を有効にする] を選択して、[OK] をクリック
します。

4 Internet Explorer を再起動します。

公開デスクトップ セッションとアプリケーション セッションの管理
ユーザーが公開デスクトップまたはアプリケーションを起動すると、セッションが作成されます。管理者は、セッショ

ンの切断とログオフ、クライアントへのメッセージの送信、仮想マシンのリセットと再起動などを行うことができます。

手順

1 Horizon Administrator で、セッション情報が表示される場所に移動します。

セッションのタイプ ナビゲーション

リモート デスクトップ セッション [カタログ] - [デスクトップ プール] を選択し、プールの ID をダブルクリックして [セッショ
ン] タブをクリックします。

リモート デスクトップ セッションとアプリケー
ション セッション

[監視] - [セッション] を選択します。

ユーザーまたはユーザー グループに関連付けら
れたセッション

n [ユーザーとグループ] を選択します。

n ユーザーの名前またはユーザー グループの名前をダブルクリックします。

n [セッション] タブをクリックします。
 

2 セッションを選択します。

ユーザーにメッセージを送信する場合、複数のセッションを選択できます。その他の操作は、一度に 1 つのセッ
ションでのみ実行できます。
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3 切断、ログオフ、メッセージの送信、仮想マシンのリセットのうち、いずれかの操作を選択します。

オプション 説明

セッションを切断 ユーザーをセッションから切断します。

Logoff Session（セッションのログオフ） ユーザーをセッションからログオフさせます。保存されていないデータは失われます。

メッセージを送信 Horizon Client にメッセージを送信します。メッセージに、[情報]、[警告]、または [エ
ラー] のラベルを付けることができます。

 

4 [OK] をクリックします。

RDS ホストの負荷分散の構成
デフォルトでは、View 接続サーバは、現在のセッション数および制限を使用して、新しいアプリケーション セッショ
ンを複数の RDS ホストに分散して配置します。負荷分散スクリプトを作成して構成することにより、このデフォル
トの動作を無効化して、新しいアプリケーション セッションの配置を制御することもできます。

負荷分散スクリプトは、負荷値を返します。負荷値は、CPU 使用率やメモリ使用率などの任意のホスト メトリック
に基づいて設定できます。Horizon Agent は、負荷値を負荷設定にマップし、その負荷設定を View 接続サーバにレ
ポートします。View 接続サーバは、レポートされた負荷設定を使用して、新しいアプリケーション セッションの配
置場所を決定します。

負荷分散スクリプトは自分で作成することも、Horizon Agent にサンプルとして付属している負荷分散スクリプトの
いずれかを使用することもできます。

負荷分散スクリプトを構成するには、VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスを有効にし、ファーム内
の各 RDS ホストでレジストリ キーを設定する必要があります。

負荷値およびマップされた負荷設定

Horizon Agent は、負荷分散スクリプトが返した負荷値を負荷設定にマップします。View 接続サーバは、レポート
された負荷設定を使用して、新しいアプリケーション セッションの配置場所を決定します。

以下の表は、負荷分散スクリプトが返すことのできる有効な負荷値とそれに関連付けられた負荷設定を示しています。

表 7‑2.  有効な負荷値およびマップされた負荷設定

有効な負荷値

Horizon Agent によりレポートさ
れる負荷設定 説明

0 ブロック この RDS ホストは選択しないでください。

1 低 低の設定/高い負荷。

2 中 中の設定/通常の負荷。

3 高 高の設定/軽い負荷。
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負荷分散機能の制約

RDS ホストの負荷分散機能には、特定の制約があります。

n 非無限ルールにより、アプリケーションは、レポートされる負荷設定にかかわらず RDS ホストに配置しないよ
うにできます。詳細については、「アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールの構成」を参照してく
ださい。

n 負荷分散の影響を受けるのは、新しいアプリケーション セッションのみです。ユーザーが以前にアプリケーショ
ンを実行したセッションが含まれる RDS ホストは、必ず同じアプリケーションで再利用されます。この動作は、
レポートされるロード設定およびアンチアフィニティ ルールに優先します。

n RDS ホストがブロック負荷設定をレポートする場合でも、アプリケーションは、すでに既存のセッションが確立
されている RDS ホストで起動されます。

n RDS セッションの制限により、アプリケーション セッションは、レポートされる負荷設定にかかわらず作成さ
れません。

RDS ホストの負荷分散スクリプトの作成
負荷分散スクリプトを作成すると、負荷分散に使用する任意の RDS ホスト メトリックに基づいて負荷値を生成でき
ます。固定の負荷値を返す単純な負荷分散スクリプトを作成することもできます。

負荷分散スクリプトは、0 ～ 3 の数を 1 つだけ返す必要があります。有効な負荷値の説明は、「負荷値およびマップ
された負荷設定」を参照してください。

ファーム内の少なくとも 1 つの RDS ホストが有効な負荷値を返した場合、View 接続サーバは、ファーム内の他の
RDS ホストの負荷分散スクリプトが有効な値を返すまで、それらの RDS ホストの負荷値として 2 を想定します（2
は、マップされた負荷設定の「中」に該当します）。ファーム内のどの RDS ホストも有効な負荷値を返さない場合、
ファームの負荷分散機能は無効になります。

負荷分散スクリプトが無効な負荷値を返す場合、または 10 秒以内に実行を完了しない場合、Horizon Agent は、負
荷設定を「ブロック」に設定し、RDS ホストの状態を構成エラーに設定します。これらの値により、新しいセッショ
ンで使用可能な RDS ホストのリストから、そのような RDS ホストが効率的に削除されます。

ファーム内の各 RDS ホスト上で、負荷分散スクリプトを Horizon Agent の scripts ディレクトリ (C:\Program

Files\VMware\VMware View\Agent\scripts) にコピーします。ファーム内のすべての RDS ホストに同

じスクリプトをコピーする必要があります。

負荷分散スクリプトの作成方法の例については、Horizon Agent の scripts ディレクトリにあるサンプル スクリ

プトを参照してください。詳細については、「RDS ホストの負荷分散スクリプトの例」を参照してください。

RDS ホストの負荷分散スクリプトの例

Horizon Agent を RDS ホストにインストールする場合、インストーラは、サンプルの負荷分散スクリプトを
Horizon Agent の scripts ディレクトリ (C:\Program Files\VMware\VMware

View\Agent\scripts) に配置します。
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表 7‑3.  サンプルの負荷分散スクリプト

名前 説明

cpuutilisation.vbs CPU 使用率をレジストリから読み取り、以下の負荷値を返します。

n 0（CPU 使用率が 90% より大きい場合）

n 1（CPU 使用率が 75% より大きい場合）

n 2（CPU 使用率が 25% より大きい場合）

n 3（CPU 使用率が 25% 以下の場合）

memoryutilisation.vbs メモリ使用率を計算し、以下の負荷値を返します。

n 0（メモリ使用率が 90% より大きい場合）

n 1（メモリ使用率が 75% より大きい場合）

n 2（メモリ使用率が 25% より大きい場合）

n 3（メモリ使用率が 25% 以下の場合）

注意   cpuutilisation.vbs スクリプトでは、5 分ごとにサンプリングされるローリング平均データが使用され

ています。そのため、レポートされる負荷設定には、短期間の高使用率イベントが反映されない場合があります。サ

ンプリング期間は、最低 2 分に短縮できますが、RDS ホストのパフォーマンスに影響が及ぶ場合があります。サンプ
リング間隔は、レジストリ項目 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\VMware, Inc.\VMware

VDM\Performance Stats\SamplingIntervalSeconds で制御されます。デフォルトは 300 秒です。

RDS ホストでの VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスの有効化
負荷分散スクリプトを構成する前に、RDS ホストで VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスを有効にす
る必要があります。デフォルトでは、VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスは無効になっています。

手順

1 RDS ホストに管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [ツール] - [サービス] を選択し、VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスに移動します。

4 [VMware Horizon View スクリプト ホスト] を右クリックし、[プロパティ] を選択します。

5 [プロパティ] ダイアログ ボックスの [起動タイプ] ドロップダウン メニューから [自動] を選択し、[OK] をクリッ
クして変更を保存します。

6 [VMware Horizon View スクリプト ホスト] を右クリックし、[開始] を選択して VMware Horizon View スク
リプト ホスト サービスを起動します。

VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスは、RDS ホストを起動するたびに自動的に再起動します。

次に進む前に

ファーム内の各 RDS ホストで負荷分散スクリプトを構成します。「RDS ホストでの負荷分散スクリプトの構成」を参
照してください。
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RDS ホストでの負荷分散スクリプトの構成
ファーム内のすべての RDS ホストで同じ負荷分散スクリプトを構成する必要があります。負荷分散スクリプトの構
成には、RDS ホストでのレジストリ キーの設定が含まれます。

自動ファームを使用している場合、自動ファームの親仮想マシンでこの手順を実行します。

重要   ファーム内のすべての RDS ホストで負荷分散スクリプトを構成するか、ファーム内の RDS ホストで一切構成
しないようにする必要があります。ファーム内の一部の RDS ホストでしか負荷分散スクリプトを構成しないと、View
Administrator で健全性が黄色に設定されます。

開始する前に

n 負荷分散スクリプトを記述し、同じスクリプトをファーム内の各 RDS ホストの Horizon Agent の scripts

ディレクトリにコピーします。「RDS ホストの負荷分散スクリプトの作成」を参照してください。

n RDS ホストで VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスを有効にします。「RDS ホストでの VMware
Horizon View スクリプト ホスト サービスの有効化」を参照してください。

手順

1 RDS ホストに管理者としてログインします。

2 Server Manager を開始します。

3 [ツール] - [システム構成] を選択し、[ツール] タブをクリックしてレジストリ エディタを起動します。

4 レジストリで HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\VMware, Inc.\VMware VDM\ScriptEvents

に移動します。

5 ナビゲーション領域で [RdshLoad] キーを選択します。

[RdshLoad] キーの値（ある場合）は、トピック領域（右ペイン）に表示されます。

6 [RdshLoad] キーが表示されているトピック領域で右クリックし、[新規] - [文字列値] を選択して、新しい文字列
値を作成します。

ベスト プラクティスとして、実行する負荷分散スクリプトを表す名前を使用します。たとえば、
cpuutilisation.vbs スクリプトには cpuutilisationScript という名前を付けます。

7 作成した新しい文字列値のエントリを右クリックして、[変更] を選択します。

8 [値のデータ] テキスト ボックスに負荷分散スクリプトを呼び出すコマンド ラインを入力し、[OK] をクリックし
ます。

負荷分散スクリプトへの完全パスを入力します。

例：cscript.exe "C:\Program Files\VMware\VMware View

Agent\scripts\cpuutilisation.vbs"

9 変更を反映するため、RDS ホストで Horizon Agent サービスを再起動します。

負荷分散スクリプトが RDS ホストで実行を開始します。
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次に進む前に

ファーム内の各 RDS ホストでこの手順を繰り返します。自動ファームの親仮想マシンでこの手順を実行した場合、
自動ファームをプロビジョニングします。

負荷分散スクリプトが正しく機能することを確認する方法については、「負荷分散スクリプトの検証」を参照してくだ

さい。

負荷分散スクリプトの検証

負荷分散スクリプトが正常に機能していることを確認するには、View Administrator で RDS ファームと RDS ホス
トの情報を表示します。

手順

1 View Administrator で [ダッシュボード] をクリックして、[システムの健全性] ペインの [RDS ファーム] を展開
します。

2 RDS ホストが含まれるファームの健全性を表示します。

ファームの健全性は緑になっているべきです。ファーム内の一部の RDS ホストでしか負荷分散スクリプトを構
成しないと、View Administrator でファームの健全性が黄色に設定されます。ファーム内のすべての RDS ホス
トで負荷分散スクリプトを構成するか、ファーム内の RDS ホストで一切構成しないようにする必要があります。

3 ファームを展開し、各 RDS ホストの名前をクリックして負荷設定を表示します。

詳細ダイアログ ボックスの [サーバ ロード] フィールドに、Horizon Agent からレポートされる負荷設定（たと
えば、「軽負荷のため、新しいセッションは許可されます」）が表示されます。Horizon Agent が負荷設定をレポー

トしなかった場合、[サーバ ロード] フィールドには「負荷がレポートされていません」と表示されます。

次に進む前に

負荷分散が想定どおりに機能していない場合は、負荷分散スクリプトの内容を検証します。スクリプトが正しく作成

されている場合は、VMware Horizon View スクリプト ホスト サービスが稼動していること、およびファーム内の
各 RDS ホストで負荷分散スクリプトが構成されていることを確認します。

負荷分散セッションの配置の例

この例では、負荷分散セッションの配置のシナリオを 2 つ説明します。

例 1：既存のユーザー セッションがない場合

この例では、現在、ユーザー セッションがどの RDS ホストにも存在しないときに、6 つの RDS ホストを含むファー
ムでセッションの配置がどのように実行されるのかを説明します。

1 Horizon Agent は、ファーム内の RDS ホストごとに以下の負荷設定をレポートします。

RDS ホスト 負荷設定

1 高

2 低

3 高
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RDS ホスト 負荷設定

4 中

5 ブロック

6 低

2 View は、負荷設定に従って、RDS ホストを 3 つのバケットに分類します。Horizon Agent が負荷設定として
ブロックをレポートしたため、View は RDS ホスト 5 を破棄します。

バケット 負荷設定 RDS ホスト

1 高

高

1

3

2 中 4

3 低

低

2

6

3 バケット 2 に含まれる RDS ホストは 1 つのみであるため、View はバケット 2 とバケット 3 を組み合わせます。

バケット 負荷設定 RDS ホスト

1 高

高

中

1

3

4

2 低

低

2

6

4 View は、バケットを無作為の順序に配列します。

バケット 負荷設定 RDS ホスト

1 中

高

中

4

3

1

2 低

低

6

2

5 View 接続サーバは、最初に RDS ホスト 4、次に RDS ホスト 3（以下同様に続く）という順序で RDS ホストに
新しいアプリケーション セッションを配置することを試みます。

RDS ホスト セッションの配置の順序

4

3

1
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RDS ホスト セッションの配置の順序

6

2

注意   非無限ルールにより、アプリケーションは、レポートされる負荷設定にかかわらず RDS ホストに配置しな
いようにできます。詳細については、「アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールの構成」を参照し
てください。

例 2：既存のユーザー セッションがある場合

この例では、現在、ユーザー セッションが RDS ホストのいずれかに存在するときに、6 つの RDS ホストを含むファー
ムでセッションの配置がどのように実行されるのかを説明します。RDS ホストに含まれるセッションで以前にアプリ
ケーションが実行された場合、その RDS ホストは、同じアプリケーションで常に再利用されます。

1 ユーザー セッションが RDS ホスト 3 にすでに存在します。RDS ホスト 3 の負荷設定は中です。ファーム内のホ
ストの残りの RDS（スペア リスト）の負荷設定を以下に示します。

RDS ホスト 負荷設定

1 中

2 低

4 高

5 低

6 ブロック

2 View は、負荷設定に従って、スペア リスト内の RDS ホストを 2 つのバケットに分類します。Horizon Agent
が負荷設定としてブロックをレポートしたため、View は RDS ホスト 6 を破棄します。

バケット 負荷設定 RDS ホスト

1 高

中

4

1

2 低

低

2

5

3 View は、バケットを無作為の順序に配列します。

バケット 負荷設定 RDS ホスト

1 高

中

4

1

2 低

低

5

2
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4 View は、既存のセッションを含む RDS ホストを新しいバケット順序のリストの先頭に追加します。

RDS ホスト セッションの配置の順序

3

4

1

5

2

アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールの構成
アプリケーション プールのアンチアフィニティ ルールを構成すると、Horizon 接続サーバはアプリケーションを実
行するのに十分なリソースを持つ RDS ホストのみでアプリケーションを起動するように試みます。この機能は、大
量の CPU またはメモリ リソースを消費するアプリケーションを制御するのに役立ちます。

アンチアフィニティ ルールは、アプリケーション一致パターンと最大数で構成されます。たとえば、アプリケーショ
ン一致パターンは autocad.exe で最大数は 2 の可能性があります。

接続サーバは、RDS ホスト上の Horizon Agent にアンチアフィニティ ルールを送信します。プロセス名がアプリ
ケーション一致パターンと同じであるアプリケーションが RDS ホストで実行されている場合、Horizon Agent はこ
れらのアプリケーションのインスタンスの現在数を数え、その数を最大数と比較します。最大数を超えた場合、接続

サーバは RDS ホストの選択時にその RDS ホストをスキップしてアプリケーションの新規セッションを実行します。

開始する前に

n アプリケーション プールを作成します。「アプリケーション プールの作成」を参照してください。

n アンチアフィニティ機能の制約についてよく理解します。「アンチアフィニティ機能の制約」を参照してください。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] を選択します。

2 変更するプールを選択し、[編集] をクリックします。

3 [アンチアフィニティ パターン] テキスト ボックスに、RDS ホストで実行されている他のアプリケーションのプ
ロセス名に一致するパターンのカンマ区切りリストを入力します。

パターン文字列には、アスタリスク (*) と疑問符 (?) をワイルドカード文字として含むことができます。アスタリ
スクは 0 文字以上に一致し、疑問符は任意の 1 文字に一致します。

たとえば、*pad.exe,*notepad.??? は wordpad.exe、notepad.exe、および notepad.bat に

一致しますが、wordpad.bat または notepad.script には一致しません。

注意   Horizon 7 は、1 つのセッションのアプリケーションについて一致する複数のパターンを 1 つの一致とし
てカウントします。
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4 [アンチアフィニティの数] テキスト ボックスに、RDS ホストが新しいアプリケーション セッションについて拒
否されるまでに RDS ホストで実行できる他のアプリケーションの最大数を入力します。

最大数は 1 から 20 までの整数です。

5 [OK] をクリックして変更を保存します。

アンチアフィニティ機能の制約

アンチアフィニティ機能には一定の制約があります。

n アンチアフィニティ ルールは、新規のアプリケーション セッションにのみ影響を及ぼします。ユーザーが以前
にアプリケーションを実行したセッションが含まれる RDS ホストは、必ず同じアプリケーションで再利用され
ます。この動作は、レポートされるロード設定およびアンチアフィニティ ルールに優先します。

n アンチアフィニティ ルールは、RDS デスクトップ セッション内からのアプリケーションの起動には影響を及ぼ
しません。

n RDS セッションの制限により、アンチアフィニティ ルールに関係なく、アプリケーション セッションを作成で
きなくなります。

n 特定の状況では、RDS ホストにおけるアプリケーションのインスタンスが指定した最大数に制約されない場合も
あります。たとえば、他の保留中のセッションの他のアプリケーションが起動中の場合、View は正確なインス
タンス数を判断できません。

n アプリケーション間のアンチアフィニティ ルールはサポートされません。たとえば、Autocad や Visual Studio
インスタンスなどの大規模なアプリケーション クラスは 1 つのルールではカウントできません。

n エンドユーザーがモバイル クライアントで Horizon Client を使用する環境では、アンチアフィニティ ルールを
使用しないでください。アンチアフィニティ ルールにより、エンド ユーザーの同一ファーム内で複数のセッショ
ンが開始されることがあります。モバイル クライアントで複数のセッションに再接続すると、動作が不安定にな
る場合があります。
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資格のあるユーザーとグループ 8
資格を構成して、ユーザーがアクセス可能なリモート デスクトップとアプリケーションを制御することができます。
制限付き資格の機能を構成して、ユーザーがリモート デスクトップを選択する際に、接続先の View 接続サーバ イン
スタンスに基づいてデスクトップ アクセスを制御することもできます。ネットワークの外部にいるユーザー セット
がネットワーク内のリモート デスクトップやアプリケーションに接続することを制限することもできます。

Cloud Pod アーキテクチャ環境では、グローバル資格を作成して、ポッド フェデレーション内の複数のポッドをま
たぐ複数のデスクトップに対してユーザーまたはグループに資格を付与します。グローバル資格を使用する場合、リ

モート デスクトップのローカル資格を構成および管理する必要はありません。グローバル資格および Cloud Pod アー
キテクチャ環境の設定については、『View Cloud Pod アーキテクチャの管理』を参照してください。

この章では次のトピックについて説明します。

n デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格の追加

n デスクトップまたはアプリケーション プールからの資格の削除

n デスクトップまたはアプリケーション プールの資格の確認

n 資格のあるプールのショートカットの設定

n デスクトップとアプリケーション プールへのクライアント制限の実装

n デスクトップまたはアプリケーションのアクセス制限

n ネットワーク外部のリモート デスクトップ アクセスの制限

デスクトップまたはアプリケーション プールへの資格の追加
ユーザーがリモート デスクトップまたはアプリケーションにアクセスするには、デスクトップまたはアプリケーショ
ン プールを使用するための資格を付与されている必要があります。

開始する前に

デスクトップまたはアプリケーション プールを作成します。
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手順

1 デスクトップまたはアプリケーション プールを選択します。

オプション アクション

デスクトップ プールに対する資格の追加 Horizon Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] の順に選択し、デスクトッ
プ プールの名前をクリックします。

アプリケーション プールに対する資格の追加 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] の順に選択し、アプリ
ケーション プールの名前をクリックします。

 

2 [資格] ドロップダウン メニューから [資格を追加] を選択します。

3 [追加] をクリックして、1 つ以上の検索基準を選択し、[検索] をクリックして検索基準に基づいてユーザーまた
はグループを検索します。

注意   混在モードのドメインでは、ドメイン ローカル グループは検索結果から除外されます。ドメインが混在
モードで構成されている場合は、ドメイン ローカル グループ内のユーザーに資格を付与することはできません。

4 プール内のデスクトップまたはアプリケーションに対する資格を付与するユーザーまたはグループを選択して、

[OK] をクリックします。

5 [OK] をクリックして変更を保存します。

デスクトップまたはアプリケーション プールからの資格の削除
デスクトップまたはアプリケーション プールから資格を削除して、特定のユーザーまたはグループがデスクトップま
たはアプリケーションにアクセスできないようにすることができます。

手順

1 デスクトップまたはアプリケーション プールを選択します。

オプション 説明

デスクトップ プールの資格の削除 Horizon Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] の順に選択し、デスクトッ
プ プールの名前をクリックします。

アプリケーション プールの資格の削除 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] の順に選択し、アプリ
ケーション プールの名前をクリックします。

 

2 [資格] ドロップダウン メニューから [資格を削除] を選択します。

3 資格を削除するユーザーまたはグループを選択し、[削除] をクリックします。

4 [OK] をクリックして変更を保存します。

デスクトップまたはアプリケーション プールの資格の確認
ユーザーまたはグループが資格を付与されているデスクトップまたはアプリケーション プールを確認できます。

手順

1 Horizon Administrator で、[ユーザーとグループ] を選択し、ユーザーまたはグループの名前をクリックします。
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2 [資格] タブをクリックして、ユーザーまたはグループが資格を付与されているデスクトップまたはアプリケーショ
ン プールを確認します。

オプション アクション

ユーザーまたはグループが資格を付与されてい

るデスクトップ プールを一覧表示する
[デスクトップ プール] をクリックします。

ユーザーまたはグループが資格を付与されてい

るアプリケーション プールを一覧表示する
[アプリケーション プール] をクリックします。

 

資格のあるプールのショートカットの設定

資格のあるプールにショートカットを設定できます。資格のあるユーザーが接続サーバ インスタンスに接続すると、
Horizon Client for Windows によりユーザーの Windows クライアント デバイスのスタート メニューやデスクトッ
プにこれらのショートカットが配置されます。

プールを作成または変更する際に、ショートカットを設定できます。ショートカットを設定するときに、カテゴリ

フォルダまたはルート (/) フォルダを選択する必要があります。カテゴリ フォルダを追加し、独自の名前を付けるこ
ともできます。たとえば、Office をという名前のカテゴリ フォルダを追加し、そのフォルダを Microsoft Office や
Microsoft PowerPoint など、仕事に関連するアプリケーション用に選択できます。

グローバル資格を作成または変更する際にもショートカットを設定できます。グローバル資格の詳細については、

『Horizon 7 でのクラウド ポッド アーキテクチャの管理』ドキュメントを参照してください。

Windows 7 クライアント デバイスのスタート メニュー ショートカットの場合、Horizon Client によりスタート メ
ニューの VMware アプリケーション フォルダ内にカテゴリ フォルダとショートカットが配置されます。ショート
カットにルート (/) フォルダを選択した場合、Horizon Client は VMware Applications フォルダの直下にショート
カットを配置します。Windows 8 および Windows 10 クライアント デバイスの場合、Horizon Client は、カテゴ
リ フォルダとショートカットをアプリケーション リストに配置します。ショートカットにルート (/) フォルダを選択
した場合、Horizon Client は、アプリケーション リストのデスクトップ カテゴリにショートカットを配置します。

ショートカットの作成後、Horizon Administrator でプールの [アプリのショートカット] 列にチェック マークが表
示されます。

デフォルトでは、資格のあるユーザーが最初にサーバに接続したときに、Horizon Client はプロンプトを表示し、
ショートカットをインストールするように指示します。[Horizon Server の構成時にショートカットを自動的にイン
ストールする] グループ ポリシー設定を変更すると、ショートカットを自動的にインストールしたり、ショートカッ
トをインストールしないように Horizon Client を設定できます。詳細については、『VMware Horizon Client for
Windows のインストールとセットアップ ガイド』を参照してください。

デフォルトでは、ユーザーがサーバに接続するたびに、ショートカットに対する変更がユーザーのクライアント デバ
イスと同期されます。ユーザーは、Horizon Client でショートカット同期機能を無効にできます。詳細については、
『VMware Horizon Client for Windows のインストールとセットアップ ガイド』を参照してください。

この機能を使用するには、クライアント システムに Horizon Client for Windows 4.6 以降が必要です。
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デスクトップ プールのショートカットの作成
Horizon Administrator では、使用資格のあるデスクトップ プールのショートカットを作成できます。ショートカッ
トを作成すると、ユーザーの Windows クライアント デバイスのデスクトップ、Windows の [スタート] メニュー
またはその両方にデスクトップ プールが表示されます。デスクトップ プールを作成するときに、ショートカットを
作成できます。デスクトップ プールを編集するときにも、ショートカットを作成したり、変更できます。

アプリケーション プールのショートカットを作成することもできます。詳細については、『Horizon 7 での公開され
たデスクトップとアプリケーションのセットアップ』を参照してください。

開始する前に

作成するデスクトップ プールのタイプに基いてプールの設定方法を決定します。仮想デスクトップ プールを作成す
る方法については、『Horizon 7 での仮想デスクトップのセットアップ』ドキュメントを参照してください。RDS デ
スクトップ プールを作成する方法については、『Horizon 7 での公開されたデスクトップとアプリケーションのセッ
トアップ』ドキュメントを参照してください。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] の順にクリックし、[追加] をクリックします。

2 [デスクトップ プールの追加] ウィザードで、作成するデスクトップ プールのタイプを選択し、[次へ] をクリック
します。

3 ウィザードの指示に従い、[デスクトップ プールの設定] ページに移動します。

4 デスクトップ プールにショートカットを作成します。

a [カテゴリ フォルダ] の [参照] ボタンをクリックします。

b [フォルダ リストからカテゴリ フォルダを選択してください] チェック ボックスを選択します。

c リストからカテゴリ フォルダを選択するか、[新しいフォルダ] テキスト ボックスにフォルダ名を入力して、
[追加] をクリックします。

d ショートカットの作成方法を選択します。

いずれか、または両方を選択できます。

オプション 説明

スタート メニュー/ランチャー Windows クライアント デバイスに Windows のスタート メニューのショートカットを
作成します。

デスクトップ Windows クライアント デバイスのデスクトップにショートカットを作成します。
 

e 変更内容を保存するには、[OK] をクリックします。

5 ウィザードの指示に従って [設定内容の確認] ページに移動し、[このウィザードの終了後にユーザーに資格を割
り当てる] を選択して [完了] をクリックします。
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6 [資格を追加] ウィザードで [追加] をクリックして、1 つ以上の検索条件を選択します。[検索] をクリックして、
条件に一致するユーザーまたはグループを検索します。プール内のデスクトップの使用資格を付与するユーザー

またはグループを選択して、[OK] をクリックします。

[デスクトップ プール] ページで、デスクトップ プールの [アプリケーション ショートカット] 列にチェック マー
クが表示されます。

次に進む前に

接続サーバが、ユーザーの Windows クライアント デバイスにショートカットを配置します。クライアント デバイ
スで、Horizon Client for Windows を使用してデスクトップ プールに接続し、クライアント デバイスでショート
カットを確認します。

アプリケーション プールのショートカットの作成
Horizon Administrator では、使用資格のあるアプリケーションのショートカットを作成できます。ショートカット
を作成すると、ユーザーの Windows クライアント デバイスのデスクトップ、[スタート] メニューまたはその両方に
ショートカットが表示されます。アプリケーション プールを作成するときに、ショートカットを作成できます。アプ
リケーション プールを編集するときにも、ショートカットを作成できます。

開始する前に

n RDS ホストをセットアップします。第 3 章「リモート デスクトップ サービス ホストの設定」を参照してくださ
い。

n それらの RDS ホストが含まれるファームを作成します。第 4 章「ファームの作成」を参照してください。

n アプリケーション プールを手動で追加する場合は、アプリケーションについての情報を収集します。「アプリケー
ション プールの手動作成用ワークシート」を参照してください。

n クライアント デバイスに Horizon Client for Windows 4.6 以降をインストールします。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] の順にクリックし、[追加] をクリックします。

2 [アプリケーション プールの追加] ウィザードで RDS ファームを選択します。

3 作成するアプリケーション プールのタイプを選択します。

オプション 説明

[アプリケーション プールを手動で追加] アプリケーションの情報を入力します。「アプリケーション プールの手動作成用ワークシー
ト」を参照してください。

[インストールされているアプリケーションを選
択]

アプリケーションを名前、インストール パスまたは種類でフィルタリングするか、インストー
ル済みのアプリケーションのリストから選択します。他のオプションの設定方法については、

「アプリケーション プールの手動作成用ワークシート」 を参照してください。
 

4 アプリケーション プールのショートカットを作成します。

a [カテゴリ フォルダ] の [参照] ボタンをクリックします。

b [フォルダ リストからカテゴリ フォルダを選択してください] チェック ボックスを選択します。
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c リストからカテゴリ フォルダを選択するか、[新しいフォルダ] テキスト ボックスにフォルダ名を入力して、
[追加] をクリックします。

d ショートカットの作成方法を選択します。

いずれか、または両方を選択できます。

オプション 説明

スタート メニュー/ランチャー Windows クライアント デバイスに Windows のスタート メニューのショートカットを
作成します。

デスクトップ Windows クライアント デバイスのデスクトップにショートカットを作成します。
 

e 変更内容を保存するには、[OK] をクリックします。

5 [次へ] をクリックします。

6 [このウィザードの終了後にユーザーに資格を割り当てる] を選択します。

7 [資格を追加] ウィザードで [追加] をクリックして、1 つ以上の検索条件を選択します。[検索] をクリックして、
条件に一致するユーザーまたはグループを検索します。プール内のアプリケーションの使用資格を付与するユー

ザーまたはグループを選択して、[OK] をクリックします。

[アプリケーション プール] ページで、アプリケーション プールの [アプリケーション ショートカット] 列にチェッ
ク マークが表示されます。

次に進む前に

接続サーバが、これらのショートカットをユーザーの Windows クライアント デバイスに配置します。クライアント
デバイスで、Horizon Client for Windows を使用してアプリケーション プールに接続し、クライアント デバイスで
ショートカットを確認します。

デスクトップとアプリケーション プールへのクライアント制限の実装
特定のクライアント コンピュータに対して、使用資格のある公開デスクトップとアプリケーション プールへのアク
セスを制限することができます。アクセスを制限するには、Active Directory セキュリティ グループ内の公開デスク
トップまたはアプリケーションへのアクセスを許可するクライアント コンピュータの名前を追加し、このグループに
プールの使用資格を付与する必要があります。

クライアント制限機能には、特定の要件と制限事項があります。

n 公開デスクトップまたはアプリケーション プールを作成または変更するときに、クライアント制限ポリシーを有
効にする必要があります。デフォルトでは、クライアント制限ポリシーは無効になっています。公開デスクトッ

プ プールの設定については、「RDS デスクトップ プールのデスクトップ プール設定」を参照してください。ア
プリケーション プールの設定については、「アプリケーション プールの手動作成用ワークシート」を参照してく
ださい。

n 公開デスクトップまたはアプリケーション プールの使用資格を作成または変更するときに、公開デスクトップま
たはアプリケーション プールへのアクセスを許可するクライアント コンピュータの名前を含む Active Directory
セキュリティ グループを追加する必要があります。
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n クライアント制限機能を使用すると、特定のクライアント コンピュータにのみ、公開デスクトップとアプリケー
ション プールへのアクセスを許可できます。使用資格のないデスクトップやアプリケーション プールに対する
アクセス権はユーザーに付与されません。たとえば、ユーザーまたはユーザー グループのメンバーとしてアプリ
ケーション プールの使用資格が付与されていないユーザーは、アプリケーション プールの使用資格のある Active
Directory セキュリティ グループにユーザーのクライアント コンピュータが含まれている場合でも、アプリケー
ション プールにアクセスできません。

n クライアント制限機能は、このリリースの Windows クライアント コンピュータでのみサポートされます。クラ
イアント コンピュータに Horizon Client 4.6 for Windows 以降が必要です。

n 公開デスクトップまたはアプリケーション プールにクライアント制限ポリシーが有効になっている場合、Windows
以外のクライアント、Horizon Client for Windows の 4.6 以前のバージョンを実行している Windows クライ
アント、HTML Access クライアントは、制限付きプールからデスクトップまたはアプリケーションを起動でき
ません。

n クライアント制限機能で制限されるのは、Windows クライアントからの新しいセッションのみです。この機能
では、前のユーザー セッションの既存アプリケーション セッションの接続は制限されません。

デスクトップまたはアプリケーションのアクセス制限

制限付き資格を構成して、ユーザーがデスクトップを選択する際に接続する先となる接続サーバ インスタンスに基づ
いてリモート デスクトップ アクセスを制限することができます。接続サーバ インスタンスに基づいて、ユーザーが
アプリケーションを選択するときに接続する公開アプリケーションへのアクセスを制限できます。

制限付き資格では、1 つ以上のタグを接続サーバ インスタンスに割り当てます。デスクトップまたはアプリケーショ
ンを構成するときに、デスクトップまたはアプリケーションにアクセスできるようにする接続サーバ インスタンスの
タグを選択します。

ユーザーがタグ付きの接続サーバ インスタンスにログインするとき、ユーザーは少なくとも 1 つのタグが一致する
か、タグがないデスクトップまたはアプリケーション プールにのみアクセスできます。

タグを使用した クラウド ポッド アーキテクチャ 環境のグローバル資格へのアクセスの制限については、『Horizon 7
でのクラウド ポッド アーキテクチャの管理』を参照してください。

n 制限付き資格の例

この例は、2 つの接続サーバ インスタンスを含む Horizon 環境を示しています。第 1 のインスタンスは内部
ユーザーをサポートします。第 2 のインスタンスはセキュリティ サーバと対になって、外部ユーザーをサポー
トします。

n タグ一致

制限付き資格の機能は、タグの一致を使用して、接続サーバ インスタンスが特定のデスクトップ プールにアク
セスできるかどうかを決定します。

n 制限付き資格に関する考慮事項と制限事項

制限付き資格を実装する前に、考慮事項と制限事項について理解しておく必要があります。

n 接続サーバ インスタンスへのタグの割り当て

接続サーバ インスタンスにタグを割り当てると、その接続サーバ インスタンスに接続するユーザーは、一致す
るタグを持っているか、またはタグがないデスクトップ プールにのみアクセスできます。
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n デスクトップ プールへのタグの割り当て

デスクトップ プールにタグを割り当てると、一致するタグを持つ接続サーバ インスタンスに接続したユーザー
のみが、そのプール内のデスクトップにアクセスできます。

n アプリケーション プールにタグを割り当てる

アプリケーション プールにタグを割り当てると、一致するタグを持つ接続サーバ インスタンスに接続したユー
ザーのみが、そのプール内のアプリケーションにアクセスできます。

制限付き資格の例

この例は、2 つの接続サーバ インスタンスを含む Horizon 環境を示しています。第 1 のインスタンスは内部ユーザー
をサポートします。第 2 のインスタンスはセキュリティ サーバと対になって、外部ユーザーをサポートします。

外部ユーザーが特定のデスクトップにアクセスできないようにするには、次のように制限付き資格を設定します。

n タグ「Internal」を、内部ユーザーをサポートする接続サーバ インスタンスに割り当てます。

n タグ「External」を、セキュリティ サーバと対になって外部ユーザーをサポートする接続サーバ インスタンスに
割り当てます。

n 内部ユーザーのみがアクセスできるようにするデスクトップ プールに、「Internal」タグを割り当てます。

n 外部ユーザーのみがアクセスできるようにするデスクトップ プールに、「External」タグを割り当てます。

外部ユーザーは、External というタグの付いた接続サーバ インスタンスを使用してログインするので、Internal と
いうタグの付いたデスクトップ プールにはアクセスできません。また、内部ユーザーは、Internal というタグの付い
た接続サーバ インスタンスを使用してログインするので、External というタグの付いたデスクトップ プールにはア
クセスできません。図 8‑1は、この構成を示しています。

図 8‑1.  制限付き資格の構成
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制限付き資格を使用して、特定の接続サーバ インスタンスに対して構成されているユーザー認証方法に基づいて、デ
スクトップ アクセスを制御することもできます。たとえば、スマート カードで認証されているユーザーのみが特定
のデスクトップ プールを使用できるようにすることができます。
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タグ一致

制限付き資格の機能は、タグの一致を使用して、接続サーバ インスタンスが特定のデスクトップ プールにアクセス
できるかどうかを決定します。

最も基本的なレベルでは、タグの一致は、特定のタグを持つ接続サーバ インスタンスが同じタグを持つデスクトップ
プールにアクセスできることを決定します。

タグの割り当てがないことも、接続サーバ インスタンスがデスクトップ プールにアクセスできるかどうかに影響を
与える場合があります。たとえば、タグを持たない接続サーバ インスタンスは、やはりタグを持たないデスクトップ
プールにのみアクセスできます。

表 8‑1 では、制限された資格機能により接続サーバがデスクトップ プールにアクセスできる時期を決定する方法につ
いて示します。

表 8‑1.  タグ一致のルール

View 接続サーバ デスクトップ プール アクセスの許可

タグなし タグなし はい

タグなし 1 つ以上のタグ いいえ

1 つ以上のタグ タグなし はい

1 つ以上のタグ 1 つ以上のタグ タグが一致する場合のみ

制限付き資格の機能は、タグの一致を適用するだけです。特定のクライアントが特定の接続サーバ インスタンスを通
して接続するように、ネットワーク トポロジを設計する必要があります。

制限付き資格に関する考慮事項と制限事項

制限付き資格を実装する前に、考慮事項と制限事項について理解しておく必要があります。

n 1 つの接続サーバ インスタンスまたはデスクトップ プールが、複数のタグを持つことができます。

n 複数の接続サーバ インスタンスおよびデスクトップ プールが、同じタグを持つことができます。

n すべての接続サーバ インスタンスは、タグを持たないデスクトップ プールにアクセスできます。

n タグを持たない接続サーバ インスタンスは、やはりタグを持たないデスクトップ プールにのみアクセスできます。

n セキュリティ サーバを使用する場合は、セキュリティ サーバと対になっている接続サーバ インスタンスに制限
付き資格を構成する必要があります。セキュリティ サーバに制限付き資格を構成することはできません。

n あるタグがデスクトップ プールにまだ割り当てられていて、そのタグがただ 1 つの接続サーバ インスタンスに
割り当てられている場合、その接続サーバ インスタンスでそのタグを変更または削除することはできません。

n 制限付き資格は、他のデスクトップ資格またはデスクトップ割り当てより優先されます。たとえば、ユーザーが

特定のマシンに割り当てられていても、デスクトッ プールに割り当てられたタグが、ユーザーが接続されている
接続サーバ インスタンスに割り当てられたタグと一致しない場合、ユーザーはそのマシンにアクセスできません。
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n VMware Identity Manager からデスクトップへのアクセスを提供することを意図して接続サーバ制限を構成す
ると、これらのデスクトップが実際には制限されている場合でも VMware Identity Manager アプリケーション
でユーザーにデスクトップが表示されることがあります。VMware Identity Manager ユーザーがデスクトップ
にログインを試みるとき、デスクトップ プールに割り当てられているタグが、ユーザーが接続する接続サーバ イ
ンスタンスに割り当てられているタグと一致しなければ、デスクトップは開始されません。

接続サーバ インスタンスへのタグの割り当て
接続サーバ インスタンスにタグを割り当てると、その接続サーバ インスタンスに接続するユーザーは、一致するタ
グを持っているか、またはタグがないデスクトップ プールにのみアクセスできます。

手順

1 Horizon Administrator で、[View 構成] - [サーバ] を選択します。

2 [接続サーバ] タブをクリックし、接続サーバ インスタンスを選択して [編集] をクリックします。

3 [タグ] テキスト ボックスに 1 つ以上のタグを入力します。

複数のタグはカンマまたはセミコロンで区切ります。

4 [OK] をクリックして変更を保存します。

次に進む前に

デスクトップ プールにタグを割り当てます。「デスクトップ プールへのタグの割り当て」を参照してください。

アプリケーション プールにタグを割り当てます。「アプリケーション プールにタグを割り当てる」を参照してくださ
い。

デスクトップ プールへのタグの割り当て
デスクトップ プールにタグを割り当てると、一致するタグを持つ接続サーバ インスタンスに接続したユーザーのみ
が、そのプール内のデスクトップにアクセスできます。

デスクトップ プールを追加または編集するときに、タグを割り当てることができます。

開始する前に

1 つ以上の接続サーバ インスタンスにタグを割り当てます。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [デスクトップ プール] を選択します。

2 デスクトップ プールを選択します。

オプション アクション

新しいプールにタグを割り当てる [追加] をクリックして [デスクトップ プールを追加] ウィザードを起動し、プールを定義して
識別します。

既存のプールにタグを割り当てる プールを選択し、[編集] をクリックします。
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3 [デスクトップ プールの設定] ページに移動します。

オプション アクション

新しいプールのプール設定 [デスクトップ プールを追加] ウィザードで、[デスクトップ プールの設定] をクリックします。

既存のプールのプール設定 [デスクトップ プールの設定] タブをクリックします。
 

4 [接続サーバの制限] の横にある [参照] をクリックし、デスクトップ プールにアクセスできる接続サーバ インス
タンスを設定します。

オプション アクション

プールをすべての接続サーバ インスタンスから
アクセス可能にする

[制限なし] を選択します。

プールをこれらのタグを持つ接続サーバ インス
タンスからのみアクセス可能にする

[次のタグに制限] を選択し、1 つ以上のタグを選択します。チェック ボックスを使用して複
数のタグを選択できます。

 

5 [OK] をクリックして変更を保存します。

アプリケーション プールにタグを割り当てる
アプリケーション プールにタグを割り当てると、一致するタグを持つ接続サーバ インスタンスに接続したユーザー
のみが、そのプール内のアプリケーションにアクセスできます。

アプリケーション プールを追加または編集するときに、タグを割り当てることができます。

開始する前に

1 つ以上の接続サーバ インスタンスにタグを割り当てます。

手順

1 Horizon Administrator で、[カタログ] - [アプリケーション プール] の順に選択します。

2 アプリケーション プールを選択します。

オプション アクション

新しいプールにタグを割り当てる [追加] をクリックして [アプリケーション プールを追加] ウィザードを起動し、プールを定義
して特定します。

既存のプールにタグを割り当てる プールを選択し、[編集] をクリックします。
 

3 [接続サーバの制限] の横にある [参照] をクリックし、アプリケーション プールにアクセスできる接続サーバ イ
ンスタンスを設定します。

オプション アクション

プールをすべての接続サーバ インスタンスから
アクセス可能にする

[制限なし] を選択します。

プールをこれらのタグを持つ接続サーバ インス
タンスからのみアクセス可能にする

[次のタグに制限] を選択し、1 つ以上のタグを選択します。チェック ボックスを使用して複
数のタグを選択できます。

 

4 [OK] をクリックして変更を保存します。
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ネットワーク外部のリモート デスクトップ アクセスの制限
資格が付与されている特定のユーザーとグループについて外部ネットワークからのアクセスを許可し、資格が付与さ

れている他のユーザーとグループについてはアクセスを制限することがきます。資格が付与されたすべてのユーザー

は、内部ネットワークにあるデスクトップおよびアプリケーションにアクセスできます。特定のユーザーによる外部

ネットワークからのアクセスを制限しない場合、資格が付与されているすべてのユーザーが外部ネットワークからア

クセスできるようになります。

セキュリティ上の理由で、管理者は外部ネットワークのユーザーとグループによるネットワーク内のリモート デスク
トップおよびアプリケーションへのアクセスを制限する必要がある場合があります。制限されているユーザーが外部

ネットワークからシステムにアクセスすると、ユーザーにシステムを使用する資格が付与されていないことを伝える

メッセージが表示されます。デスクトップおよびアプリケーション プールの資格を取得するには、ユーザーは内部
ネットワークの中にいる必要があります。

ネットワーク外部のユーザーの制限

特定のユーザーとグループについてはネットワークの外部から接続サーバ インスタンスへのアクセスを許可し、その
他のユーザーとグループについてはアクセスを制限できます。

開始する前に

n ユーザーに資格が付与される接続サーバ インスタンスへのゲートウェイとして、Unified Access Gateway アプ
ライアンス、セキュリティ サーバ、またはロード バランサは、ネットワークの外部にデプロイする必要があり
ます。Unified Access Gateway アプライアンスのデプロイの詳細については、『Unified Access Gateway の
導入および設定』ドキュメントを参照してください。

n リモートからアクセスするユーザーには、デスクトップやアプリケーション プールへの資格を付与する必要があ
ります。

手順

1 Horizon Administrator で、[ユーザーとグループ] を選択します。

2 [リモート アクセス] タブをクリックします。

3 [追加] をクリックして、1 つ以上の検索基準を選択し、[検索] をクリックして検索基準に基づいてユーザーまた
はグループを検索します。

4 ユーザーまたはグループにリモート アクセスを提供するには、ユーザーまたはグループを選択して、[OK] をク
リックします。

5 特定のユーザーまたはグループからリモート アクセスを削除するには、そのユーザーまたはグループを選択し
て、[削除] をクリックしてから、[OK] をクリックします。
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